


２広報東松島 １２月号

▲デザイン一新、「広報東松島」

▲市長、渥美県議、そして市内4中学校の代表がテープカット（市役所開庁式）
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５０
年
の
歴
史
を
積
み
重
ね
て
き

た
矢
本
と
鳴
瀬
両
町
が
め
で
た
く

合
併
し
、
４
月
１
日
、「
東
松
島

市
」が
誕
生
し
ま
し
た
。

人
口
約
４
万
３
千
人
の
新
し
い

市
は
、
産
業
や
観
光
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
魅
力
を
持
っ
た
都
市
。「
あ

お
あ
お
と
み
ず
み
ず
し
い
心
が

集
う
都
市
」を
将
来
像
に
掲
げ
、

自
然
の
美
し
さ
や
歴
史
文
化
を
守

り
伝
え
、
街
も
人
々
も
健
康
で
生

き
生
き
と
活
動
し
、
出
会
い
や
触

れ
合
い
を
バ
ネ
に
日
進
月
歩
す
る

生
産
都
市
を
目
指
し
ま
す
。

記
念
す
べ
き
こ
の
日
、
市
役
所

庁
舎
前
お
よ
び
鳴
瀬
庁
舎
前
で
は

開
庁
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
う
ち
、
市
役
所
前
で
の
開
庁
式

で
は
成
澤
孝
志
東
松
島
市
長
職
務

執
行
者
が「
市
民
の
た
め
の
市
役
所

を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
行
こ
う
」

と
あ
い
さ
つ
。
来
賓
の
渥
美
巖
県

議
が「
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
東
松
島

市
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」と
期
待

を
込
め
て
職
員
を
激
励
し
ま
し
た
。

続
い
て
職
務
執
行
者
と
渥
美
県

議
、
市
内
４
中
学
校
の
代
表
者
が

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や「
東
松
島
市
庁

舎
」と
記
さ
れ
た
銘
板
を
除
幕
。

新
市
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
市
誕
生
に
伴
い
、
商

工
会
や
社
会
福
祉
協
議
会
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な
ど
各
種
団

体
も
合
併
し
、
新
体
制
で
の
活
動

を
開
始
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
旧
町
時
代
、
共
に
発
行

回
数
４００
回
以
上
を
数
え
た「
広
報

や
も
と
」、「
広
報
な
る
せ
」も
、

「
広
報
東
松
島
」と
し
て
生
ま
れ
変

わ
り
、
新
た
な
歴
史
を
歩
み
始
め

ま
し
た
。「
広
報
東
松
島
」は
旧
町

時
代
の
両
広
報
紙
の
歴
史
と
伝
統

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
東
松
島
市

の
歴
史
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
も
っ
と
も
身
近
で
も

っ
と
も
親
し
み
や
す
い
広
報
紙
を

目
指
し
て
、
よ
り
新
鮮
で
正
確
な

情
報
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

東
松
島
市
　
誕
生

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
ど
ん
な

1
年
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
東
松
島
元
年
と
な
っ
た
2
0
0
5
年
。
市
で
も
さ
ま
ざ

ま
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
1
年
間
の
締
め
く
く
り
と
し
て「
ま
ち
の
出
来
事
１０
選
」を
ま
と
め
ま
し

た
。
皆
さ
ん
も
、「
我
が
家
の
出
来
事
１０
選
」を
思
い
出
し
な
が
ら
、
こ
の
１
年
を
振
り

返
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

No.1



３ 広報東松島 １２月号

▲市長初登庁の様子

2005まちの出来事10選

初代市長 阿部秀保氏　初代議長 三浦昇氏に No.2
新
市
の
誕
生
に
伴
い
、
４
月
２９

日
に
投
票
が
行
わ
れ
た
東
松
島
市

長
選
挙
に
お
い
て
、
１
万
５
、
８

４
２
票（
投
票
者
数
・
投
票
率
／

２
万
５
、６
６
９
人
・
７５
･
１３
％
）

を
得
票
し
た
阿
部
秀
保
氏
が
当
選

を
果
た
し
、
初
代
東
松
島
市
長
に

就
任
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
行
わ
れ
た
同
市
議

会
議
員
一
般
選
挙
で
は
旧
矢
本
町

か
ら
１８
人
、
旧
鳴
瀬
町
か
ら
８
人

の
あ
わ
せ
て
２６
人
が
当
選
。
市
初

議
会
に
お
い
て
各
議
員
か
ら
の
推

薦
を
受
け
た
三
浦
昇
氏
が
初
代
の

同
市
議
会
議
長
に
就
任
し
ま
し

た
。こ

の
ほ
か
、
市
で
は
５
月
１９
日

に
行
わ
れ
た
東
松
島
市
議
会
臨
時

議
会
へ
石
山
賢
吉
氏（
東
松
島
市

総
務
課
長
）を
助
役
に
、
ま
た
、

加
藤
寛
壽
氏（
元
矢
本
町
収
入
役
）

を
収
入
役
に
選
任
す
る
人
事
案
を

提
出
。両
氏
と
も
に
同
意
を
得
て
、

初
代
東
松
島
市
助
役
、
同
収
入
役

に
就
任
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
議
会
で
は
教
育
委
員

や
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
選
任

の
同
意
を
受
け
た
ほ
か
、
市
議
会

の
各
常
任
委
員
会
と
選
挙
管
理
委

員
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
を
決
定
。

そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
な
ど
で
の
取
り

組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

▲水槽内でタイとコイがス～イスイ

▲ ｢ナノバブル｣の技術が紹介された
｢愛・地球博｣の長久手日本館

東松島発 世界最先端技術が｢愛・地球博｣へNo.3
東
松
島
市
の
Ｒ
Ｅ
Ｏ

レ
　
オ

研
究
所

（
高
田
）が
産
業
技
術
総
合
研
究
所

（
つ
く
ば
市
）と
共
同
で
研
究
･
開

発
を
進
め
る「
ナ
ノ
バ
ブ
ル
」の
技

術
が
、
３
月
２５
日
か
ら
９
月
２５
日

ま
で
愛
知
県
で
開
催
さ
れ
た「
２

０
０
５
年
日
本
国
際
博
覧
会
〜

愛
･
地
球
博
〜
」に
出
展
、
世
界

に
向
け
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

愛
･
地
球
博
は
、
３５
年
前
に
開

催
さ
れ
た
大
阪
万
博
に
次
い
で
、

我
が
国
で
２
回
目
と
な
る
国
際
博

覧
会
で
、
１２１
カ
国
と
５
つ
の
国
際

機
関
が
参
加
し
、
最
先
端
の
技
術

や
地
域
の
文
化
な
ど
を
紹
介
す
る

世
界
的
な
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

紹
介
さ
れ
た
ナ
ノ
バ
ブ
ル
と
は
、

酸
素
や
オ
ゾ
ン
で
作
っ
た
２００
ナ
ノ

メ
ー
ト
ル（
ナ
ノ
は
１０
億
分
の
１
）

以
下
の
泡
の
こ
と
で
、
Ｒ
Ｅ
Ｏ
研

究
所
の
開
発
室
長
千
葉
金
夫
さ
ん

が
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
水
質
浄

化
研
究
の
末
に
た
ど
り
着
い
た
世

界
最
先
端
の
技
術
。
驚
く
ほ
ど
高

い
浄
化
作
用
が
あ
る
ほ
か
、
こ
れ

を
水
槽
に
溶
か
し
込
む
こ
と
で
悪

環
境
に
適
応
す
る
魚
の
能
力
を
向

上
さ
せ
、
海
水
魚
と
淡
水
魚
を
一

緒
に
泳
が
せ
る
と
い
っ
た
作
用
も

生
み
出
し
ま
す
。

こ
の
特
性
を
生
か
し「
保
存
料

無
添
加
の
食
品
」や「
無
農
薬
の
農

作
物
」の
生
産
な
ど
、
す
で
に
実

用
化
さ
れ
て
い
る
分
野
が
あ
る
ほ

か
、
薬
品
を
使
わ
な
い
魚
の
養
殖

や
ガ
ン
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の

治
療
の
可
能
性
を
指
摘
す
る
学
者

も
お
り
、
現
在
も
各
分
野
の
企
業

や
大
学
な
ど
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

が
相
次
い
で
い
ま
す
。

東松島市長

阿 部 秀 保氏

東松島市議会議長

三 浦　 昇氏
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▲ 11月9日に行われた市制施行記念式典の席上で市章
をデザインした杜多利香さんに感謝状を贈りました

東松島のシンボル 決定
７
月
２９
日
、
東
松
島
市
の
市
章

お
よ
び
市
花
、
市
木
が
決
定
。
今

後
、
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
役
割

を
果
た
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

市
章
の
デ
ザ
イ
ン
に
は
、
全
国

各
地
か
ら
６９０
点
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
中
か
ら
東
松
島
市
市

章
等
選
考
委
員
会
で
選
考
し
た
結

果
、
最
優
秀
作
品
１
点
、
優
秀
作

品
４
点
を
選
び
市
長
に
報
告
。
審

議
の
結
果
、
自
然
と
輝
く
人
々
の

姿
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
作
品
な
ど
と

し
て
、
兵
庫
県
神
戸
市
の
杜
多
利

夫
さ
ん
、
利
香
さ
ん
に
よ
る
作
品

が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
委
員
会
に
よ
る
協
議

の
結
果
、
市
花
は
市
内
に
名
所
が

点
在
す
る
な
ど
の
理
由
か
ら「
さ

く
ら
」、
市
木
は
市
を
代
表
す
る

木
な
ど
の
理
由
か
ら「
松
」に
決
定

し
ま
し
た
。

No.4

▲土井さんたちの歌声に
鐘が鳴らされた瞬間です

我がまちに のど自慢がやって来た
奥
松
島
体
育
館
バ
ウ
ン
ズ
８８
を

会
場
に
７
月
１０
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど

自
慢
大
会（
公
開
生
放
送
）が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
大
会
は
新
市
誕
生

記
念
と
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
仙
台
放
送
局

と
の
共
催
に
よ
り
実
現
し
た
も
の
。

会
場
に
は
多
く
の
観
客
が
訪
れ
、

盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

予
選
を
通
過
し
、
当
日
自
慢
の

の
ど
を
披
露
し
た
の
は
応
募
総
数

８２９
組
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
２２
組

（
う
ち
東
松
島
市
９
組
）。
多
く
の

出
場
者
が
緊
張
し
歌
う
中
、
栗
原

市
の
伊
藤
正
晃
さ
ん
が
見
事
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に
輝
き
ま
し
た
。

ま
た
、
市
内
か
ら
出
場
し
た
土

井
正
さ
ん
、
遠
藤
文
明
さ
ん
、
片

倉
浩
由
さ
ん
、
佐
藤
栄
宏
さ
ん
の

グ
ル
ー
プ
が「
な
み
だ
君
さ
よ
な

ら
」を
熱
唱
し
、
見
事
合
格
の
鐘

を
鳴
ら
し
ま
し
た
。

No.5

▲事故車両からの救出訓練

大震災に備える
近
い
将
来
、
高
い
確
率
で
発
生

が
予
想
さ
れ
る
宮
城
県
沖
地
震
を

想
定
と
し
た
宮
城
県
と
東
松
島
市

の
共
催
に
よ
る「
９
・
１
総
合
防

災
訓
練
」が
９
月
４
日
、
矢
本
第

一
中
学
校
や
矢
本
東
小
学
校
校
庭

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

訓
練
で
は
浅
野
宮
城
県
知
事
や

阿
部
市
長
な
ど
が
見
守
る
中
、
緊

急
消
防
援
助
隊
宮
城
県
隊
に
よ
る

倒
壊
建
物
か
ら
の
救
出
訓
練
や
消

防
団
･
自
衛
隊
な
ど
に
よ
る
火
災

防
御
訓
練
、
避
難
者
参
加
に
よ
る

事
故
車
両
か
ら
の
救
出
訓
練
な
ど
、

想
定
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
に

対
応
す
る
訓
練
を
実
施
。
ま
た
、

周
辺
地
域
の
自
主
防
災
組
織
や
婦

人
防
火
ク
ラ
ブ
な
ど
に
よ
る
自
主

防
災
訓
練
も
実
施
さ
れ
、
関
係
者

な
ど
約
１
万
３
千
人
が
参
加
し
た

大
規
模
な
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

No.6

▲来館者30万人目を記念して｢ハイチーズ｣

愛されて12年　来館者30万人突破
奥
松
島
縄
文
村
歴
史
資
料
館
の

入
館
者
が
５
月
１０
日
、
３０
万
人
を

突
破
し
、
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

３０
万
人
目
と
な
っ
た
の
は
富
谷

町
立
東
向
陽
台
小
学
校
の
６
年
生

１０８
人
。
団
体
利
用
の
た
め
３０
万
人

目
と
し
て
の
個
人
を
特
定
せ
ず
、

各
学
級
の
代
表
３
人
へ
同
館
よ
り

貝
塚
か
ら
出
土
し
た
２
千
年
前
の

縄
文
土
器
の
レ
プ
リ
カ（
浅
鉢
）１

個
と
花
束
、
そ
し
て
生
徒
全
員
に

記
念
の
缶
バ
ッ
ジ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
し
た
。

同
館
は
１
９
９
２
年
１０
月
１６
日

に
オ
ー
プ
ン
。
縄
文
時
代
の
生
活

を
体
験
で
き
る
奥
松
島
観
光
の
要

所
、
ま
た
、
県
内
外
か
ら
の
小
･

中
学
校
生
の
課
外
学
習
の
場
と
し

て
利
用
さ
れ
、
１２
年
７
カ
月
で
の

３０
万
人
突
破
と
な
り
ま
し
た
。

No.7
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▲参加グループが“とっておき”のステージを繰り広げました

目指せ 心のバリアフリー
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
一

緒
の
ス
テ
ー
ジ
で
音
楽
を
楽
し
み
、

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
目
指
す

「
と
っ
て
お
き
の
音
楽
祭
in
東
ま

つ
し
ま
２
０
０
５
」（
同
実
行
委
員

会
主
催
）が
１０
月
９
日
、
市
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
ロ
ッ
ク
タ

ウ
ン
矢
本
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

と
っ
て
お
き
の
音
楽
祭
は
、
２

０
０
１
年
に
仙
台
で
初
め
て
行
わ

れ
、
県
内
で
は
栗
原
市
、
県
外
で

は
盛
岡
市
や
秋
田
市
な
ど
で
開
催

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
市

民
主
導
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催

さ
れ
、
本
市
会
場
で
も
多
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
力
を
合
わ
せ
て
感

動
の
ス
テ
ー
ジ
を
演
出
。
障
害
の

有
無
の
枠
を
越
え
、
ロ
ッ
ク
や
ク

ラ
シ
ッ
ク
な
ど
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル

の
４２
グ
ル
ー
プ
が
、
ス
ト
リ
ー
ト

演
奏
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

No.8

▲毎週水・土曜日に行っている
｢おはなし会｣

子どもたちに読書の素晴らしさを教えたい
８
月
１９
日
、
２０
日
の
両
日
、
福

島
県
福
島
市
で
開
催
さ
れ
た
第
８

回
読
書
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ
ォ
ー
ラ

ム
全
国
大
会（
読
書
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催
）に
お
い

て
、
東
松
島
市
図
書
館
の
読
み
聞

か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
お
は
な
し

の
は
な
た
ば
」（
高
崎
惠
子
代
表
）

が
、
第
１
回
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
大
賞
の
奨
励
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

お
は
な
し
の
は
な
た
ば
は
、
平

成
７
年
９
月
に
設
立
。
子
ど
も
た

ち
に
読
書
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
有
志

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
結
成
し
、
図

書
館
を
中
心
に
活
動
を
展
開
し
て

き
ま
し
た
。
こ
の
活
動
が
認
め
ら

れ
、
全
国
を
対
象
に
実
施
さ
れ
て

い
る
同
大
会
で
、
県
内
で
は
唯
一

の
奨
励
賞
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

No.9

▲国道、踏み切り横断も｢アッ｣という間

長年の夢 現実に
矢
本
西
小
学
校
東
側
を
通
る
都

市
計
画
道
路
矢
本
小
松
線
と
、
南

浦
か
ら
北
区
官
舎
南
側
を
通
り
国

道
４５
号
へ
と
接
続
し
て
い
る
都
市

計
画
道
路
矢
本
流
留
線
と
を
直
結

さ
せ
る
矢
本
ア
ン
ダ
ー
パ
ス（
宮

城
県
施
工
）が
９
月
１３
日
、
開
通

し
ま
し
た
。

当
初
、
計
画
で
は
平
成
１３
年
度

の
宮
城
国
体
を
目
指
し
、
平
成
８

年
か
ら
本
格
的
に
工
事
を
開
始
し

ま
し
た
。
し
か
し
地
下
部
分
の
地

下
水
位
が
高
い
こ
と
や
不
発
弾
の

処
理
、
ま
た
宮
城
県
北
部
連
続
地

震
な
ど
数
々
の
障
害
が
発
生
。
こ

れ
ら
の
問
題
を
乗
り
越
え
て
、
こ

の
た
び
の
完
成
と
な
り
ま
し
た
。

矢
本
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
の
完
成
以

降
、
周
辺
道
路
の
渋
滞
も
無
く
な

り
、
交
通
事
情
の
向
上
に
一
役
買

っ
て
い
ま
す
。

No.10

こ
こ
で
は
、
そ
の
ほ
か
の
主
な
出

来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

●
幼
稚
園
･
小
中
学
校
入
園
･
入
学

式（
8
･
１１
･
１２
日
）●
滝
山
桜
ま
つ

り（
１７
日
）●
佐
々
木
た
つ
み
さ
ん（
谷

地
）祝
１００
歳（
２５
日
）

●
奥
松
島
ま
つ
り
･
東
松
島
旬
の
市

（
8
日
）●
日
本
三
景
松
島
国
際
ツ
ー

デ
ー
マ
ー
チ（
２８
･
２９
日
）

●
サ
ル
ビ
ア
一
斉
植
栽（
5
日
）

●
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル

ド
植
栽（
１２
日
）

●
大
林
初
等
学
校
交
流（
２５
日
〜
２９

日
）●
文
英
女
子
中
学
校
交
流（
２８
日

〜
8
月
１
日
）●
東
松
島
夏
ま
つ
り

（
３０
日
）

●
奥
松
島
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会（
6
･
7
日
）●
海
と
大
地
子
ど
も

ふ
れ
あ
い
交
流（
5
日
〜
9
日
）●
鳴

瀬
流
灯
花
火
大
会（
１６
日
）
●
航
空
祭

（
２８
日
）

●
輝
風
帰
郷
、
市
役
所
･
出
身
保
育

所
訪
問（
２７
日
）

●
市
民
文
化
祭（
２２
･
２３
日
、
１１
月

3
･
5
･
6
日
）●
農
業
祭（
３０
日
）

●
市
制
施
行
記
念
式
典
、
更
別
村
と

の
友
好
姉
妹
締
結
調
印
式（
9
日
）●

お
か
え
り
な
さ
い
ナ
ノ
バ
ブ
ル
展（
１１

日
〜
１３
日
）

4

月

5

月

6

月

7

月

8

月

9

月

１０

月

１１

月

Flashback Higashimatsushima 
フラッシュバック ヒ ガ シ マ ツ シ マ  

～2005年 東松島の記録～ 



６広報東松島 １２月号

平成16年度の旧矢本町と旧鳴瀬町の一般会計と特別会計の決算が、市議会第2回定例会に提出され
ました。平成16年度の決算は、平成17年4月1日に両町が合併したことに伴い、通常は4月から5月
の出納整理期間があるのに対し、3月31日の打ち切り決算となっています。
旧矢本町の一般会計の決算額は、歳入131億7,983万円、歳出128億5,563万円で、昨年度と比

べ歳入で10.3％の増、歳出で11.5％の増となりました。
旧鳴瀬町の一般会計の決算額は、歳入67億1,783万円、歳出66億2,443万円で、昨年度と比べ

歳入で13.9％の増、歳出で19.0％の増となりました。
ここでは、一般会計を中心に決算の概要をお知らせします。
(なお、金額については四捨五入の関係上、合計金額と一致しない場合があります。)

平成16年度

決　算　報　告

旧　矢　本　町

町民一人当たりに 
　　　使われたお金 

（単位：円／人） 

町民一人当たりが 
　　　　納めた町税 

（単位：円／人） （単位：万円） 

（単位：万円） 

一般会計決算額の推移 

歳　入 

歳　出 

項　　目 項　　目 金　　額 金　　額 年　　度 金　　額 

年　　度 金　　額 

議 会 費  

総 務 費  

民 生 費  

衛 生 費  

農林水産業費 

商 工 費  

土 木 費  

消 防 費  

教 育 費  

公 債 費  

災 害 復 旧費  

全 体 平 均  

4,456 

108,516 

47 ,103 

35 ,386 

14 ,210 

2 ,923 

37 ,048 

14 ,977 

44 ,370 

44 ,963 

44 ,127 

398,414

町 民 税  

固 定 資 産税  

軽 自 動 車税  

町 た ば こ税  

全 体 平 均  

25,446 

35 ,016 

1 ,383 

7 ,032 

68 ,877

12 

13 

14 

15 

16

922,677 

943,475 

902,965 

1 ,195 ,373 

 1 ,317 ,983

12 

13 

14 

15 

16

892,083 

913,795 

871,465 

1 ,152 ,853 

1 ,285 ,563

平成16年度

決　算　報　告



広報東松島 １２月号７

旧　鳴　瀬　町

町民一人当たりに 
　　　使われたお金 

（単位：円／人） 

町民一人当たりが 
　　　　納めた町税 

（単位：円／人） （単位：万円） 

（単位：万円） 

一般会計決算額の推移 

歳　入 

歳　出 

項　　目 項　　目 金　　額 金　　額 年　　度 金　　額 

年　　度 金　　額 

議 会 費  

総 務 費  

民 生 費  

衛 生 費  

農林水産業費 

商 工 費  

土 木 費  

消 防 費  

教 育 費  

公 債 費  

災 害 復 旧費  

全 体 平 均  

8,996 

91 ,084 

81 ,381 

34 ,233 

30 ,969 

1 ,826 

136,203 

26 ,399 

67 ,124 

55 ,497 

35 ,613 

583,137

町 民 税  

固 定 資 産税  

軽 自 動 車税  

町 た ば こ税  

全 体 平 均  

18,273 

32 ,934 

1 ,528 

4 ,636 

58 ,156

12 

13 

14 

15 

16

422,857 

443,125 

438,820 

 589,572 

671,783

12 

13 

14 

15 

16

412,299 

433,673 

421,636 

556,765 

662,443

旧町一般会計決算額の推移

一般会計決算額の推移 

80 

70 

60 

50 

40 

30 
12 13 14 15 16

（億円） 

（年度） 

歳入 
歳出 

一般会計決算額の推移 

140

130

120

110

100

90

80

70
12 13 14 15 16

（億円） 

（年度） 

歳入 
歳出 

～旧 鳴 瀬 町～ ～旧 矢 本 町～



８広報東松島 １２月号

決 算 報 告一般
会計

農林水産業費
県営ほ場整備事業負担金 5,190万円
水田農業構造改革対策事業 2,524万円
畜産基盤再編整備事業 2,082万円

商　工　費
誘致企業支援事業 252万円
商工業育成融資事業 4,650万円
誘客イベント支援事業 619万円

土　木　費
特定防衛施設周辺整備事業（道路） 3億2,893万円
街区公園整備事業 3,050万円
災害公営住宅建設事業 1億1,917万円

総　務　費
合併関連事業費 5億9,118万円
震災対策事業 5億7,843万円
町制施行50年記念事業 309万円
健康増進センター等建設事業 11億7,214万円
蔵しっくパーク整備事業 2,432万円

民　生　費
在宅介護支援センター事業 2,353万円
障害者居宅・施設支援費 1億9,813万円
児童保育事業 3億1,119万円
児童手当支給事業 1億5,524万円

衛　生　費
予防・検診事業 1億 670万円
新一般廃棄物最終処分場建設事業 1億1,035万円
合併処理浄化槽補助事業 1億1,186万円
公立深谷病院負担金（震災補てん補助金含む） 4,627万円

長年、通学路の危険
個所だった下浜橋。
完成が待たれます

平成17年4月にオ
ープンした健康増進
センター｢ゆぷと｣

歳 入
131億7,983万円

歳
入
を
構
成
比
で
み
る
と
、
町
税
な
ど
の
自

主
財
源
は
２９
・
６
％
、
国
や
県
の
補
助
金
な
ど

の
依
存
財
源
は
７０
・
４
％
と
な
り
ま
し
た
。

歳入決算額 
13,179,831千円 

町　税 
2,222,451千円 
　　　　16.9％ 

自主財源 
 3,902,096千円 
　　　　　29.6％ 

地方交付税 
2,865,644千円 
　　　　21.7％ 

国庫支出金 
1,798,350千円 
　　　　13.6％ 

町　債 
2,677,700千円 
　　　　20.3％ 

国有提供施設等所在 
市町村助成交付金 
217,055千円　1.7％ 

地方譲与税 
159,828千円　1.2％ 

県支出金 
1,104,063千円 

8.4％ 

分担金及び負担金 
420,575千円　3.2％ 

繰入金 
579,667千円　4.4％ 

繰越金 
305,197千円　2.3％ 

諸収入 
 240,917千円 1.8％ 
使用料及び手数料 
 111,541千円 0.9％ 
財産収入 
 3,778千円 0.1％ 
寄附金 
 17,970千円 0.1％ 

町民税 
 821,079千円 
固定資産税 
 1,129,857千円 
町たばこ税 
 226,900千円 
その他 
 44,615千円 

自動車取得税交付金 
 82,197千円 0.6％ 
地方消費税交付金 
 669,654千円 2.0％ 
利子割交付金 
 18,894千円 0.2％ 
配当割交付金 
 2,342千円 0.02％ 
株式等譲渡所得割交付金 
 2,312千円 0.02％ 
交通安全対策特例交付金 
 5,730千円 0.1％ 
地方特例交付金 
 77,010千円 0.6％ 

普通交付税 
 2,591,238千円 
特別交付税 
 274,426千円 

依存財源 
　　　9,277,735千円 
　　　　　　　　70.4％ 



９ 広報東松島 １２月号

旧 矢 本 町

消　防　費
消防施設管理事業 1,324万円
消防施設建設事業 1,580万円

教　育　費
矢本東小学校防音機能復旧事業 3億4,510万円
学校給食事業 2億2,439万円
図書館管理運営事業 962万円
赤井遺跡学術調査事業 500万円
社会体育施設整備事業 1,014万円

平成14年度から3カ
年計画で実施された東
小学校の復旧工事。現
在はきれいで安全な校
舎で、子どもたちが生
活しています

駐車できる台数も増
え、利用しやすくな
った市民体育館

特別会計の決算額 
単位：万円 

国 民 健 康 保 険  

 

老 人 保 健  

 

農業集落排水事業 

 

下 水 道 事 業  

 

介 護 保 険  

 

介護サービス事業 

26億4,430 

26億7,816 

22億3,095 

21億6,379 

2億  331 

1億9,896 

13億1,690 

13億5,453 

11億6,345 

10億7,677 

627 

589

収入 

支出 

収入 

支出 

収入 

支出 

収入 

支出 

収入 

支出 

収入 

支出 

金  額 会　計　名 区　　分 

歳 出
128億5,563万円

歳
出
の
ト
ッ
プ
は
総
務
費
で
、
全
体
の
２７
・

２
％
を
占
め
ま
し
た
。
第
２
位
は
民
生
費
で

１１
・
８
％
、
第
３
位
が
公
債
費
で
１１
・
３
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

歳出決算額 
12,855,635千円 

教育費 
1,431,673千円 
11.1％ 

土木費 
1,195,437千円 

9.3％ 

民生費 
1,519,884千円 
11.8％ 

公債費 
1,450,820千円 
11.3％ 

総務費 
3,501,484千円 
27.2％ 

農林水産業費 
458,520千円 
3.6％ 

農林水産業費 
458,520千円 
3.6％ 

衛生費 
1,141,787千円 

8.9％ 

その他 
1,672,760千円 
13.0％ 消防費 

483,271千円 
3.8％ 

消防費 
483,271千円 
3.8％ 

教育総務費 
 99,672千円 
小学校費 
 478,820千円 
中学校費 
 87,526千円 

幼稚園費 
 86,435千円 
社会教育費 
 344,821千円 
保健体育費 
 334,399千円 

土木管理費 
 56,082千円 
道路橋りょう費 
 441,375千円 
都市計画費 
 525,364千円 
住宅費 
 172,617千円 

社会福祉費 
926,019千円 
児童福祉費 
593,865千円 

総務管理費 
 1,219,480千円 
徴税費 
 101,437千円 
戸籍住民基本台帳費 
 54,787千円 

公債費 
1,450,820千円 

農業費 
 449,250千円 
林業費 
 7,238千円 
水産業費 
 2,032千円 

保健衛生費 
 316,729千円 
清掃費 
 802,200千円 
上水道整備費 
 22,858千円 

議会費 143,777千円 
商工費 94,317千円 
諸支出金 19千円 
労働費 10,793千円 
災害復旧費 1,423,854千円 

消防費 
483,271千円 

選挙費 21,565千円 
統計調査費 7,997千円 
監査委員費 9,878千円 
企画調査費 2,086,339千円 



１０広報東松島 １２月号

決 算 報 告一般
会計

農林水産業費
松くい虫対策事業 2,770万円
漁港整備事業 2億1,472万円
県営排水対策事業 314万円

商　工　費
商工業育成事業 1,287万円
観光対策事業 2,896万円
誘致企業助成事業 414万円
工業団地整備事業 1億4,120万円

土　木　費
災害公営住宅建設事業 2億9,766万円
まちづくり交付金事業 3億5,744万円
急傾斜地崩壊対策事業 1億7,125万円

総　務　費
合併関連事業費 2億3,048万円
震災対策事業 2億3,924万円
共同受信施設設置事業 2,064万円

民　生　費
障害者居宅・施設支援費 1億4,400万円
在宅介護支援センター事業 1,766万円
児童手当支給事業 5,178万円
児童保育事業 1億8,831万円

衛　生　費
予防・検診事業 6,919万円
災害廃棄物処理事業 4,398万円
一般廃棄物最終処分場管理事業 2,462万円

我が街の代表的な観
光名所のひとつ｢嵯
峨渓｣

牛網地区に建ち並ぶ
災害公営住宅

歳 入
67億1,783万円

歳
入
を
構
成
比
で
み
る
と
、
町
税
な
ど
の
自

主
財
源
は
２９
・
１
％
、
国
や
県
の
補
助
金
な
ど

の
依
存
財
源
が
７０
・
９
％
と
な
り
ま
し
た
。

歳入決算額 
6,717,830千円 

町　税 
660,654千円 
　　　　9.9％ 

繰入金 
816,444千円 
　　　12.2％ 

町　債 
1,138,900千円 
　　　　17.0％ 

県支出金 
851,334千円 
　　　　12.7％ 

国庫支出金 
648,361千円 
　　　　9.6％ 

地方交付税 
1,863,816千円 
　　　　27.7％ 

（交通安全対策特別交付金を含む） 

繰越金 
248,071千円 
　　　　　 3.7％ 

分担金及び負担金、寄付金 
38,616千円　0.6％ 

利子割交付金・配当割交付金・ 
株式等譲渡所得割交付金・地方消費税交付金　96,839千円　1.3％ 

自動車取得税交付金　39,397千円　0.6％ 
国有提供施設等所在市町村助成交付金 
33,230千円　0.5％ 
地方特例交付金　22,854千円　0.3％ 

地方譲与税　71,029千円　1.2％ 

使用料及び手数料、財産収入 
74,053千円　1.1％ 

諸収入 
114,422千円　1.7％ 

自主財源 
 1,952,260千円 
　　　　 29.1％ 

依存財源 
　　 4,765,570千円 
　　　　　　　　70.9％ 

普通交付税 
1,639,756千円 
特別交付税 
224,060千円 
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旧 鳴 瀬 町

消　防　費
消防施設整備事業 2,925万円
災害対策事業 121万円

教　育　費
野蒜小学校防音機能復旧事業 1億7,745万円
奥松島縄文村整備事業 3,737万円
学校給食事業 9,668万円

災害復旧費
農業用施設災害復旧事業 1億4,176万円
道路橋りょう災害復旧事業 2億4,707万円
漁港施設災害復旧事業 1,574万円

高台から見下ろし
た史跡公園（里浜）

特別会計の決算額 
単位：万円 

国 民 健 康 保 険  

 

老 人 保 健  

 

介 護 保 険  

 

介護サービス事業 

 

漁業集落排水事業 

 

下 水 道 事 業  

 

工業団地整備事業 

10億8,513 

10億3,957 

12億  801 

11億3,504 

6億  444 

5億3,952 

7 ,596 

7 ,533 

630 

425 

8億8,363 

8億8,048 

1億4,120 

1億4,120

収入 

支出 

収入 

支出 

収入 

支出 

収入 

支出 

収入 

支出 

収入 

支出 

収入 

支出 

金  額 会　計　名 区　　分 

歳 出
66億2,444万円

歳
出
の
ト
ッ
プ
は
、
土
木
費
で
全
体
の
２３
・

３
％
を
占
め
ま
し
た
。
第
２
位
は
総
務
費
で

１５
・
６
％
、
第
３
位
が
民
生
費
で
１４
・
０
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

歳出決算額 
6,624,435千円 

総務費 
1,034,711千円 
15.6％ 

民生費 
924,485千円 
14.0％ 

衛生費 
388,882千円 
　　　 5.9％ 

商工費　 
203,738千円   

3.1％ 

農林水産業費 
 351,811千円 
　　　 5.3％ 

消防費 
229,888千円 
3.5％ 

土木費 
1,547,270千円 
23.3％ 

消防費 
229,888千円 
3.5％ 

教育費 
762,527千円 
11.5％ 

公債費 
630,441千円 
9.5％ 

その他 
550,682千円 
8.3％ 

総務管理費 
 591,800千円 
徴税費 
 74,820千円 
戸籍住民基本台帳費 
 33,337千円 

議会費 102,194千円 
労働費 33,988千円 
災害復旧費 404,569千円 
諸支出金 9,931千円 

選挙費 
 7,866千円 
企画調査費 
 325,636千円 
監査委員費 
 1,252千円 

社会福祉費 
655,445千円 
児童福祉費 
269,040千円 

保健衛生費 
138,719千円 
清掃費 
250,164千円 

農業費 87,438千円 
林業費 31,662千円 
水産業費 232,711千円 

土木管理費 
 42,332千円 
道路橋りょう費 
 315,559千円 
住宅費 
 303,317千円 

教育総務費 
 73,154千円 
小学校費 
 257,878千円 
中学校費 
 63,341千円 
幼稚園費 
 11,561千円 
社会教育費 
 212,551千円 
保健体育費 
 144,042千円 

公債費 
630,441千円 

消防費 
229,888千円 

都市計画費 
 710,199千円 
河川費 
 4,616千円 
急傾斜地崩壊対策費 
 171,247千円 

商工費　203,738千円 

衛生費 
388,882千円 
　　　 5.9％ 

商工費　 
203,738千円   

3.1％ 

農林水産業費 
 351,811千円 
　　　 5.3％ 
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東松島市 平成17年度上半期予算執行状況
平成１７年度分（本年９月３０日現在）の一般会計と各

特別会計の収支状況は下の表のとおりです。

一般会計は、歳入・歳出の現予算額１６０億７,１００万
円に対し、収入済額は６７億７,９０６万円で収入率は４２.２%、
支出済額は５５億６,９５６万円で、執行率は３４.７%となっ
ています。
特別会計の合計では、歳入・歳出の現予算額１２１

億９,０８５万円に対し、収入済額は５３億３,６６６万円で収
入率は４３.８%、支出済額は５２億１,２１２万円で執行率は
４２.８%となっています。

区　　　　分 予  算  現  額 収  入  済  額 収入率 執行率 支  出  済  額 

■一般会計・特別会計の収支状況 

一 般 会 計  

国 民 健 康 保 険  

老 人 保 健  

介 護 保 険  

農 業 集 落 排 水  

漁 業 集 落 排 水  

下 水 道  

工 業 団 地 整 備  

合 計  

160億7,100万円 

40億8,419万円 

37億4,731万円 

21億3,243万円 

2億　210万円 

425万円 

20億1,981万円 

76万円 

121億9,085万円 

67億7,906万円 

19億8,064万円 

17億5,442万円 

9億2,983万円 

8,131万円 

349万円 

5億8,697万円 

0万円 

53億3,666万円 

42.2% 

48.5% 

46.8% 

43.6% 

40.2% 

82.1% 

29.1% 

0.0% 

43.8%

34.7% 

48.0% 

45.7% 

40.8% 

40.0% 

25.7% 

29.0% 

0.0% 

 42.8%

55億6,956万円 

19億6,216万円 

17億1,299万円 

8億6,964万円 

8,080万円 

109万円 

5億8,544万円 

0万円 

52億1,212万円 

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計 

収 入 済 額 収納率 

■市税の納入状況 

5億3,597万円 

10億1,266万円 

6,276万円 

1億3,939万円 

625万円 

17億5,703万円 

調　定　額 税　　目 

13億0,115万円 

18億5,520万円 

7,372万円 

1億3,939万円 

666万円 

33億7,646万円 

市 民 税  

固定資産税 

軽自動車税 

市たばこ税 

入 湯 税  

　 計 　  

41.2% 

63.6% 

93.7% 

100.0% 

93.9% 

52.0%

旧 鳴 瀬 町 

■財産の状況 

1,462,514㎡ 

49,234㎡ 

27台 

31,300,000円 

106,339,000円 

135,855,028円 

363,898,817円 

106,903,088円 

旧 矢 本 町 

1,460,649㎡ 

103,302㎡ 

83台 

1,685,000円 

501,321,000円 

124,630,033円 

532,939,862円 

229,637,538円 

土 地  

家 屋  

車 両  

有 価 証 券  

出資による権利 

貸 付 金  

 

減 債 基 金  

一般会計財
政調整基金 

（平成17年3月31日現在） 

▲野蒜小学校の防音機能復旧工事は11月30日で終了、12月19日から
きれいになった校舎での生活がスタートします
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大
崎
武
徳（
元
矢
本
町
長
／
裏

二
）▼
成
澤
孝
志（
旧
鳴
瀬
町
長
／

小
野
上
）▼
大
森
榮
治
郎（
旧
矢
本

町
長
／
柳
下
）▼
菊
地
明（
旧
鳴
瀬

町
議
会
議
長
／
東
名
新
場
）▼
佐

藤
勲（
旧
矢
本
町
議
会
議
長
／
上

町
三
）▼
櫻
井
茂（
同
／
関
の
内
三
）

▼
尾
形
一
男（
旧
鳴
瀬
町
議
会
議

長
／
里
南
）▼
草
島
省
二（
旧
矢
本

町
議
会
議
長
／
鹿
妻
一
）▼
菊
地

長
一
郎（
旧
鳴
瀬
町
議
会
議
員
／

東
名
新
場
）▼
齋
藤
稔
男（
旧
矢
本

町
議
会
議
員
／
照
井
）▼
熊
谷
惇

一（
同
／
下
町
一
）▼
　
橋
右
一

（
旧
鳴
瀬
町
議
会
議
員
／
東
名
元

場
）▼
小
山
辰
三
郎（
同
／
中
下
）

▼
小
野
傳
三
郎（
同
／
西
福
田
下
）

▼
故
木
村
末
隆（
同
／
浅
井
）▼

大
山
三
智（
同
／
上
下
堤
）▼
千
葉

清
男（
旧
矢
本
町
議
会
議
員
／
道

地
）▼
宇
佐
美
輝
男（
旧
鳴
瀬
町
議

会
議
員
／
浜
市
）
▼
　
橋
貞
雄

（
同
／
亀
岡
南
）▼
浅
野
勝（
旧
矢

本
町
議
会
議
員
／
前
里
）▼
小
山

忠（
同
／
上
浜
二
）▼
阿
部
勝
巳

（
同
／
中
）▼
櫻
井
恒

（
旧
鳴
瀬

町
議
会
議
員
／
里
南
）▼
及
川
長

久（
旧
矢
本
町
議
会
議
員
／
沢
田
）

▼
山
村
信
三（
旧
鳴
瀬
町
議
会
議

員
／
上
下
堤
）▼
小
野
文
雄（
同
／

月
浜
）▼
佐
藤
公
男（
旧
矢
本
町
議

会
議
員
／
横
関
）▼
土
井
勘
喜（
旧

鳴
瀬
町
議
会
議
員
／
上
下
堤
）▼

後
藤
克
己
（
旧
矢
本
町
議
会
議

員
／
上
町
二
）
▼
　
原
　
一
郎

（
同
／
河
戸
）▼
村
田
正
義（
同
／

南
一
）▼
小
野
義
光（
同
／
上
町
一
）

▼
川
元
　
一
郎（
同
／
南
六
）▼
齋

藤
清
人（
同
／
上
納
）▼
安
住
茂
夫

（
旧
鳴
瀬
町
議
会
議
員
／
小
野
下
）

▼
手
代
木
孝
允（
同
／
浜
市
）▼
阿

部
輝
夫（
同
／
新
町
）▼
小
野
勝
正

（
同
／
下
福
田
）▼
大
江
正
一
郎

（
旧
矢
本
町
議
会
議
員
／
上
町
二
）

礼
　
遇
　
者

１１
月
9
日
、
東
松
島
市
市
政
施
行
記
念
式
典
が
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
市
名
・
市
章
な
ど
の
紹
介
の
後
、
名
誉
市
民
・
礼
遇
者
の
推
戴
式
や
各

種
功
労
者
表
彰
式
を
実
施
。
多
く
の
来
賓
や
関
係
者
な
ど
約
2
0
0
人
が
参
加
し
、

市
政
施
行
記
念
に
ふ
さ
わ
し
く
盛
大
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
市
名
の
命
名
者
や
市
章
の
作
者
、
推
戴
さ
れ
た
名
誉
市
民
･
礼
遇
者

お
よ
び
各
種
受
賞
者
の
方
々
な
ど
を
紹
介
し
ま
す（
一
部
の
方
々
を
除
き
敬
称
は
省
略

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）。

あ
お
あ
お
と
み
ず
み
ず
し
い
心
が
集
う
都
市
を
目
指
し

盛
大
に
開
催
市
政
施
行
記
念
式
典

あ
お
あ
お
と
み
ず
み
ず
し
い
心
が
集
う
都
市
を
目
指
し

次頁へ続く 

盛
大
に
開
催
市
政
施
行
記
念
式
典
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【
総
務
大
臣
表
彰
】
大
森
榮
治
郎

（
旧
矢
本
町
長
／
柳
下
）▼
成
澤
孝

志（
旧
鳴
瀬
町
長
／
小
野
上
）▼
阿

部
秀
保（
旧
矢
本
町
議
会
議
長
／

中
）▼
尾
形
一
男（
旧
鳴
瀬
町
議
会

議
長
／
里
南
）

【
東
松
島
市
長
感
謝
状
】
三
浦
昇

（
旧
矢
本
町
議
会
議
員
／
南
新
一
）

▼
宇
佐
美
輝
男（
旧
鳴
瀬
町
議
会

議
員
／
浜
市
）▼
渡
邊
稔（
旧
矢
本

町
議
会
議
員
／
上
河
戸
二
）▼
瀧

健
一（
旧
鳴
瀬
町
議
会
議
員
／
小

野
上
）▼
邊
見
儀
政（
塩
入
）▼
八

木
登
喜
雄（
小
野
下
）▼
齋
藤
英
彦

（
御
下
）▼
小
野
芳
昭（
大
浜
）▼
石

垣
信
悦（
鹿
妻
二
）▼
伊
藤
壽
美
子

（
新
東
名
北
）▼
熊
谷
多
喜
子（
下

町
一
）▼
大
橋
博
之（
西
福
田
上
）

▼
佐
藤
正
己（
南
四
）▼
小
野
勝
見

（
月
浜
）▼
土
井
一
朗（
筒
場
）▼
小

山
真
也（
中
下
）▼
三
浦
志
津
子（
上

納
）▼
手
代
木
四
郎（
平
岡
）▼
三

浦
正
信（
下
浜
二
）▼
山
崎
清
美（
亀

岡
）▼
雫
石
勝
一（
監
査
委
員
／
寺
）

▼
尾
形
博
巳（
同
／
小
野
下
）

【
自
治
功
労
】
大
江
正
一
郎（
旧
矢

本
町
議
会
議
員
／
上
町
二
）▼
小

泉
昭
一（
元
行
政
区
長
／
上
町
三
）

▼
川
元
廣（
前
行
政
区
長
／
南
二
）

▼
佐
藤
榮
一（
行
政
区
長
／
南
六
）

▼
吉
木
武
徳（
前
行
政
区
長
／
照

井
）▼
阿
部
安
壽（
行
政
区
長
／
上

浜
二
）▼
齋
藤
あ
や
子（
赤
井
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
役
員
／

柳
上
）▼
山
崎
恵
章（
同
／
御
下
）

【
教
育
文
化
功
労
】
菅
原
良
光（
青

少
年
健
全
育
成
市
民
会
議
会
長
／

表
）▼
阿
部
幸
造（
前
矢
本
町
文
化

協
会
会
長
／
駅
前
）▼
菅
原
政
義

（
分
館
役
員
／
浜
須
賀
）▼
小
山
力

雄（
同
／
上
浜
二
）▼
佐
藤
徳
悦

（
市
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
副

会
長
／
横
沼
二
）▼
塚
本
恭
一（
矢

本
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指

導
者
／
石
巻
市
）▼
瀧
波
邦
昭（
市

剣
道
連
盟
理
事
長
／
下
町
四
）▼

佐
藤
直
敏
（
市
野
球
協
会
副
会

長
／
小
野
下
）▼
木
村
和
年（
鳴
瀬

柔
道
会
指
導
部
長
／
小
野
下
）

【
保
健
衛
生
功
労
】
鈴
木
節
雄（
献

血
回
数
１５０
回
以
上
／
作
田
浦
）▼

星
原
幸
宏（
同
／
横
沼
西
）▼
井
上

清
恵（
献
血
回
数
１００
回
以
上
／
関

の
内
一
）▼
高
橋
裕
次（
同
／
小
分

木
）▼
大
友
康
則（
同
／
柳
西
）▼

加
藤
剛（
同
／
浜
市
下
）

【
納
税
功
労
】
二
宮
金
壽（
納
税
貯

蓄
組
合
長
／
東
名
元
場
）▼
添
田

み
な
子（
同
／
小
野
上
）

【
建
設
功
労
】
邊
見
章（
前
土
木
委

員
／
塩
入
）▼
及
川
胤
雄（
同
／
鹿

妻
二
）▼
菅
原
慶
一（
土
木
委
員
／

下
町
一
）

【
調
査
統
計
功
労
】
木
村
昭
裕（
統

計
調
査
員
／
裏
二
）

【
消
防
防
災
功
労
】
亀
山
幸
一（
消

防
団
統
括
分
団
長
／
肘
曲
）▼
京

野
泰
昌（
消
防
団
分
団
長
／
東
名

新
場
）▼
千
葉
佳
一（
同
／
平
岡
）

▼
内
海
和
則（
消
防
団
副
分
団
長
／

新
田
）▼
菅
原
亀
代
志（
同
／
往
還
）

▼
成
沢
正
浩（
消
防
団
部
長
／
根

古
）▼
石
森
康
夫（
同
／
平
岡
）▼

平
田
正
三（
同
／
小
野
上
）▼
鹿
野

八
弥（
同
／
浜
市
）▼
雫
石
幸
市

（
同
／
亀
岡
）▼
和
泉
芳
彦（
同
／
新

町
）▼
櫻
井
光
悦（
同
／
新
東
名
南
）

【
善
行
功
労
】
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア「
お
は
な
し
の
は
な
た

ば
」│
高
崎
惠
子
代
表
│（
市
内
の

こ
ど
も
た
ち
対
象
と
し
た
読
み
聞

か
せ
活
動
を
実
施
、
読
書
の
普
及

を
図
る
）

【
特
別
功
労
】
株
式
会
社
Ｒ
Ｅ
Ｏ

研
究
所
│
代
表
取
締
役
亀
山
隆

夫
氏
│（
世
界
初「
ナ
ノ
バ
ブ
ル
」

の
技
術
開
発
、
愛
･
地
球
博
へ
出

展
な
ど
）

●
行
政
協
力
員
と
し
て
地
域
の
振

興
に
寄
与
＝
菅
原
た
だ
こ（
関
の

内
一
）▼
葛
西
潔（
下
町
四
）▼
吉

木
保
男（
根
古
）▼
及
川
い
つ（
下

浦
）▼
小
松
八
郎（
下
浜
二
）▼
成

澤
政
喜（
浅
井
）▼
阿
部
ト
モ
エ

（
筒
場
）▼
芳
賀
俊
逸（
沢
田
）▼
金

子
保
男（
下
町
五
）

合
　
併
　
功
　
労

表
彰
状
贈
呈
者

感
謝
状
贈
呈
者

東
松
島
市
名
誉
市
民
を
紹
介
し
ま
す

菅 原 周
しゅう

殿
（大正10年10月20日生

／現住所：大曲字前畑）

〜
略
歴
お
よ
び
受
賞
暦
〜

昭
和
５４
年
５
月
５
日
〜
平
成
３
年
５
月
４
日

矢
本
町
長（
３
期
・
１２
年
）

昭
和
６２
年
１０
月
３
日
　
　
　
　
　
　
桃
生
牡
鹿
地
方
町
村
会
長
表
彰
受
賞

昭
和
６３
年
１
月
２９
日
　
　
　
　
　
　
全
国
町
村
会
長
表
彰
受
賞

平
成
３
年
１１
月
３
日
　
　
　
　
　
　
勲
五
等
瑞
宝
章
受
章

平
成
４
年
６
月
３
日
　
　
　
　
　
　
旧
矢
本
町
名
誉
町
民

故内 海 英 男殿
（大正11年4月26日生

／本籍：旧鳴瀬町小野字町）

〜
略
歴
お
よ
び
受
賞
暦
〜

昭
和
４２
年
１
月
〜
平
成
５
年
７
月
　
衆
議
院
議
員（
９
期
・
２６
年
）

昭
和
５３
年
１２
月
　
　
　
　
　
　
　
　
自
民
党
副
幹
事
長

昭
和
５４
年
１０
月
　
　
　
　
　
　
　
　
衆
議
院
農
林
水
産
委
員
長

昭
和
５７
年
１１
月
　
　
　
　
　
　
　
　
建
設
大
臣

昭
和
６３
年
５
月
　
　
　
　
　
　
　
　
国
土
庁
長
官

昭
和
６３
年
１２
月
　
　
　
　
　
　
　
　
国
土
庁
長
官

平
成
４
年
４
月
　
　
　
　
　
　
　
　
勲
一
等
旭
日
大
綬
章
受
章

平
成
５
年
５
月
〜
平
成
１１
年
５
月
　
中
央
大
学
理
事
長

平
成
６
年
８
月
４
日
　
　
　
　
　
　
旧
鳴
瀬
町
名
誉
町
民

平
成
１７
年
８
月
２１
日
　
　
　
　
　
　
死
去
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盛大に開催 市政施行記念式典盛大に開催 市政施行記念式典

【
県
治
功
労
】

●
渥
美
巖（
県
議
会
議
員
／
南
三
）

【
産
業
功
労
】

●
相
澤
勝
利（
市
矢
本
漁
業
協
同

組
合
代
表
理
事
組
合
長
／
上
浜
三
）

●
宇
佐
美
輝
男（
元
鳴
瀬
町
漁
業
協

同
組
合
代
表
理
事
組
合
長
／
浜
市
）

【
調
査
統
計
功
労
】

●
熱
海
良
雄（
統
計
調
査
員
／
上
納
）

●
粟
野
善
八（
元
統
計
調
査
員
／
西

福
田
上
）

【
宮
城
県
統
計
協
会
長
表
彰
】
木

村
昭
裕（
調
査
員
／
裏
二
）▼
邉
見

勝
昭（
同
／
塩
入
）▼
戸
田
重
良

（
同
／
横
沼
東
）▼
戸
村
俊
信（
元

調
査
員
／
寺
）▼
雫
石
昭
一（
調
査

員
／
上
浜
二
）▼
石
垣
信
悦（
同
／

鹿
妻
二
）▼
阿
部
裕（
同
／
南
一
）

▼
阿
部
文
平（
同
／
柳
下
）▼
佐
藤

公
喜（
同
／
貝
殻
塚
二
）▼
古
頭
忍

（
同
／
浜
須
賀
）▼
鈴
木
廣
壽（
同
／

南
緑
）▼
尾
形
光
男（
元
調
査
員
／

中
下
）▼
土
井
淳（
調
査
員
／
川
下
）

▼
村
上
主
計（
元
調
査
員
／
平
岡
）

▼
高
橋
京
子（
調
査
員
／
東
名
元

場
）▼
手
代
木
せ
つ
子（
同
／
往
還
）

【
経
済
産
業
省
調
査
統
計
部
長
感

謝
状
】
菅
野
清
光（
調
査
員
／
駅

前
）▼
五
野
井
嘉
男（
同
／
筒
場
）

▼
三
浦
正
志（
同
／
上
河
戸
一
）▼

尾
形
肇（
同
／
里
北
）

【
県
知
事
表
彰
】
及
川
克
彦（
調
査

員
／
前
柳
）▼
大
崎
彌
悦（
同
／
裏
一
）

【
消
防
庁
長
官
表
彰
】〈
表
彰
旗
〉

矢
本
町
消
防
団

〈
永
年
勤
続
功
労
章
〉
石
垣
勝
男

（
矢
本
町
消
防
団
分
団
長
／
鹿
妻
一
）

【
宮
城
県
知
事
表
彰
】〈
消
防
関
係

永
年
勤
続
者
表
彰
〉
成
沢
正
浩

（
消
防
団
部
長
／
根
古
）▼
川
元
信

正（
同
／
南
一
）▼
菅
原
明（
消
防

団
班
長
／
五
味
倉
）▼
最
上
和
昭

（
同
／
小
分
木
）
▼
石
森
康
夫

（
同
／
平
岡
）▼
　
橋
秀
敏（
同
／

亀
岡
東
）▼
千
葉
敦（
消
防
団
員
／

筒
場
）▼
菅
原
一
郎（
同
／
沢
田
）

▼
阿
部
満
裕（
同
／
中
）

【
県
知
事
表
彰
】中
野
豊（
南
新
一
）

【

宮
城
県
公
衆
衛
生
団
体
連
合

会
長
表
彰
】
尾
形
真
位（
川
下
）▼

水
石
美
雄（
肘
曲
）▼
武
田
真
也

（
上
下
堤
）

【
県
知
事
褒
状
】
千
葉
貞
治（
2
菊

地
建
設
）▼
千
葉
正
博（
1
花
坂
ハ

ウ
ス
工
業
）

【
全
国
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰
】

尾
形
啓
喜（
2
菊
地
建
設
）▼
佐
藤

正
子（
内
海
そ
ろ
ば
ん
塾
）▼
鈴
木

信
策（
佐
々
木
工
務
店
）▼
平
地
勝

治（
1
東
松
島
ま
る
せ
ん
タ
ク
シ

ー
）▼
八
木
正
義（
2
奥
松
島
観
光

タ
ク
シ
ー
）▼
大
森
宣
勝（
1
ち
ゃ

ん
こ
萩
乃
井
）▼
内
海
郷
資（
内
海

そ
ろ
ば
ん
塾
）▼
山
村
清（
リ
カ
ー

フ
ー
ド
ヤ
マ
ム
ラ
）

【
宮
城
県
商
工
会
連
合
会
会
長
表

彰
】
一
條
壽
治（
元
矢
本
町
商
工

会
理
事
）▼
後
藤
新（
元
鳴
瀬
町
商

工
会
理
事
）▼
齋
藤
榮
吾（
商
工
会

理
事
）▼
安
倍
み
つ
子（
1
東
洋
富

士
製
作
所
）▼
石
井
浩
二（
1
東
洋

富
士
製
作
所
）▼
齋
藤
照
夫（
京
野

石
材
工
業
）▼
佐
藤
敏
憲（
東
北
パ

イ
プ
タ
ー
ン
工
業
1
）▼
辺
見
智

（
1
協
和
産
業
）▼
佐
藤
重
雄（
2

し
げ
お
）▼
小
野
榮
雄（
民
宿
ひ
ば

り
荘
）▼
土
井
一
朗（
2
土
井
商
店
）

▼
茂
木
千
賀
夫（
2
茂
木
建
設
）▼

櫻
井
富
雄（
1
櫻
井
建
設
）▼
大
崎

喜
三（
三
好
旅
館
）▼
大
森
宣
勝

（
1
ち
ゃ
ん
こ
萩
乃
井
）▼
内
海
郷

資（
内
海
そ
ろ
ば
ん
塾
）▼
山
村
清

（
リ
カ
ー
フ
ー
ド
ヤ
マ
ム
ラ
）▼
及

田
一
雄（
1
オ
イ
タ
ミ
ー
ト
）

【
す
ば
ら
し
い
み
や
ぎ
を
創
る
運

動
協
議
会
表
彰
】〈
功
績
団
体
〉

大
曲
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協

議
会
▼
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
鳴

瀬
支
部
女
性
部
▼
は
ま
な
す
の
会

〈
家
庭
の
部
優
秀
賞
〉
嶋
田
美
佐

枝（
小
野
下
）

【
宮
城
県
体
育
指
導
委
員
功
労
者

表
彰
】
津
田
義
雄（
下
浜
一
）

【
市
名
命
名
者（
名
付
け
親
大
賞
）】

●
菅
原
正
直（
石
巻
市
）

【
市
章
最
優
秀
作
品
受
賞
者
】

●
杜
多
利
夫
・
利
香（
神
戸
市
）

市
　
名
・
市
　
章

文
化
の
日

知
事
表
彰
受
賞
者

各
種
功
労
者
の
皆
さ
ん
で
す

各
分
野
で
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
、
国
や
県
な
ど
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

平成17年　秋の叙勲受章者

第4回・第5回危険業務従事者叙勲受章者

旭日単光章

横 山 隆さん
(元鳴瀬町農業委員会会長／川下)

【瑞宝双光章】
●玉山 軍三さん(元自衛官／南新一)
●山路 幸雄さん(同／四反走)
●小澤　 久さん(元自衛官／四反走)
●菊池 和夫さん(同／横沼二)
【瑞宝単光章】
●戸村　 實さん(元自衛官／往還)
●奥山 宗夫さん(元自衛官／下町一)
●櫻井 重雄さん(同／道地)
●松尾 壯太さん(同／鹿妻二)
●松原 勝利さん(同／四反走)

▲市名命名者の菅原さんに賞
状と記念品が贈られました

統

計

功

労

消
防
防
災
功
労

保
健
衛
生
功
労

商
工
業
功
労

そ
の
他
の
功
労



１６広報東松島 １２月号

市
職
員
の
給
与
は
、
国
家
公
務
員
を

対
象
と
し
た
人
事
院
勧
告
や
ほ
か
の
地

方
公
共
団
体
と
の
均
衡
な
ど
を
考
え
、

市
議
会
の
議
決
を
経
て
、
給
与
条
例
で

定
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
両
町
合
併
の

際
は
、
旧
矢
本
町
・
旧
鳴
瀬
町
と
も
同

じ
給
料
表（
８
級
制
）を
使
っ
て
い
た
こ

と
と
、
市
職
員
の
平
均
給
与
が
国
と
比

較
し
て
１
万
円
以
上（
２
‐
　
表
参
照
）

下
回
っ
て
い
る
こ
と
、
厳
し
い
財
政
状

況
な
ど
を
考
え
て
、
給
与
調
整
は
行
い

ま
せ
ん
で
し
た
。今
年
度
に
つ
い
て
は
、

既
に
８
月
に
給
与
引
下
げ
の
人
事
院
勧

告
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
長
や
助
役
、
収
入
役
、
市
議
会
議

員
な
ど
の
特
別
職
の
報
酬
に
つ
い
て

は
、
一
般
職
と
は
別
に
条
例
で
定
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
両
町
合
併
に
あ
た
っ

て
は
、
類
似
の
地
方
公
共
団
体
の
状
況

な
ど
を
踏
ま
え
て
、
両
町
を
比
較
し
な

が
ら
金
額
を
定
め
て
い
ま
す
。
な
お
、

合
併
後
は
市
内
各
界
の
代
表
者
で
構
成

す
る
「
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
」
の
意

見
を
聞
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

給
与
引
下
げ

１７
年
度
人
事
院
勧
告

他
市
町
村
の
状
況
を
踏
ま
え

公表します公表します 公表します 人事行政の運営などの状況 人事行政の運営などの状況 
１．職員の任免および職員数に関する状況 
（１）職員数（一般職） （単位：人） 

18 
6.9% 
16 
9.4% 
3 

 3.1% 
19 
7.1%

38 
14.6% 
16 

10.0% 
11 

11.5% 
28 

10.5%

31 
11.9% 
26 

15.3% 
8 

8.3% 
34 

12.8%

16 
6.2% 
12 
7.1% 
9 

9.4% 
21 
7.9%

13 
5.0% 
6 

3.5% 
6 

6.3% 
12 
4.5%

5 
1.9% 
4 

2.4% 
0 

0.0% 
4 

1.5%

0 
0.0% 
0 

0.0% 
0 

0.0% 
0 

0.0%

合併により課が統合されたため減 
　　　　　　　〃 
保険税担当については、公営企業等部門 
（国保会計）に計上しているため 
社会福祉事務所新設による増 
保健相談センター業務の充実のため増 
合併により課が統合されたため減 
観光振興の充実のため増 
土木・都市計画業務の充実のため増 
 
スポーツ振興の充実のため増 
 
 
保険税納税推進のため増 

　定員適正化計画については、簡素で効率的な行財政システムの構築に向けて、只今策定中です。各課事務事業の洗 
い出しや各出先機関を含めた組織機構全体の見直しをしながら、職員の採用計画を立てて進めていく予定です。出来 
次第公表いたします。 

－ 1 
－ 9 

－ 6 
 
5 
5 

－ 3 
1 
1 

－ 7 
1 

－ 6 
0 
 2 
2 

－ 4

6 
93 

14 
 

87 
24 
20 
8 
23 
275 
78 
353 
11 
15 
26 
379

7 
102 

20 
 

82 
19 
23 
7 
22 
282 
77 
359 
11 
13 
24 
383 
 

3 
38 

8 
 
29 
6 
9 
4 
6 
103 
26 
129 
2 
4 
6 
135

4 
64 

12 
 
53 
13 
14 
3 
16 
179 
51 
230 
9 
9 
18 
248

区　　　　分 平成１５年度末 
平成１６年度中 

平成１６年度末 
１７年４月１日 
採用者数 

１７年４月１日 
現　在 退職者数 採用者数 

東松島市 
3516－ － － － 行　政　職 
281－ － － － 技能労務職 
－ － 220－ 810218行　政　職 
－ － 18－ 1316技能労務職 
－ － 125－ 34 124行　政　職 
－ － 9009技能労務職 

旧矢本町 

旧鳴瀬町 

3797372－ 1217367合　　　　計 
※合併により教育長１人減、石巻地区広域行政事務組合への派遣職員１人減は、平成１６年度中退職者数に計上しています。 

（注）教育長、地方公務員の身分を保有する休職者、県からの派遣職員などを含み、臨時職員または非常勤職員を除く。 

（注）人数は一般行政職で、税務職、福祉職、技能労務職などは除きます。 

（２）部門別職員数の状況（一般職） 

○定員適正化計画の数値目標および進捗状況 

（単位：人） 

（３）年齢別職員数 （単位：人） 

区　　　　分 

部　　　　門 旧矢本町 旧鳴瀬町 
平成１６年４月１日現在 

合　　計 
平成１７年 
４月１日現在 

対前年増減数 主　な　増　減　理　由 
職　　　　員　　　　数 

一
　
般
　
行
　
政
　
部
　
門 

特別行 
政部門 

一 般 会 計   合 計 

合　　　　計 

区　　　　分 年　齢 
職員数 
構成比 
職員数 
構成比 
職員数 
構成比 
職員数 
構成比 

東松島市 
 

旧矢本町 
 

旧鳴瀬町 
 
合計 

１７年度 
 
 
 

前年度 

18歳未満 18・19歳 20～23歳 24～27歳 28～31歳 32～35歳 36～39歳 

260 
100.0% 
170 

100.0% 
96 

100.0% 
266 

100.0%

0 
0.0% 
0 

0.0% 
0 

0.0% 
0 

0.0%

17 
6.5% 
5 

2.9% 
5 

5.2% 
10 
3.8%

44 
16.9% 
28 

16.5% 
17 

17.7% 
45 

16.9%

44 
16.9% 
31 

18.2% 
21 

21.9% 
52 

19.5%

18 
6.9% 
16 
9.4% 
9 

9.4% 
25 
9.4%

16  
6.2% 
9 

5.3% 
7 

7.3% 
16 
6.0%

区　　　　分 年　齢 
職員数 
構成比 
職員数 
構成比 
職員数 
構成比 
職員数 
構成比 

東松島市 
 

旧矢本町 
 

旧鳴瀬町 
 
合計 

１７年度 
 
 
 

前年度 

40～43歳 44～47歳 48～51歳 52～55歳 56～59歳 60歳以上 合　計 

公
営
企
業
等 

議　　　会 
総 務 企 画 

税　　　務 
 

民　　　生 
衛　　　生 
農 林 水 産 
商工・労政 
土木（建設） 
小　　計 
教　　　育 

下　水　道 
国保・介護・その他 
小　　計 

※詳しくは、東松島市役所のホームページをご覧ください。
アドレス http://www.city.higashimatsushima.miyagi.jp



１７ 広報東松島 １２月号

（１）人件費の状況（前年度一般会計決算） （単位：千円） 

（４）職員派遣の状況 ２．職員の給与の状況 

（注）人件費については、特別職（市長など）に支給される給料、報酬などを含みます。 
　　　１６年度については各旧町ごとに決算いたします。 

（２）一般職職員給与費の状況（本年度一般会計予算） （単位：千円） 

（注）職員手当には退職手当を含みません。 

32,267人 
11,360人 

2 
1 
1

人事交流 
　  〃 
派遣 

宮城県（本庁） 
宮城県（石巻土木事務所） 
石巻地区広域行政事務組合 

353人 1,310,105 241,670 524,782 2,076,557 5,882

12,855,635 
6,624,435

324,196 
93,395

1,867,862 
1,074,666

14.5% 
16.2%

区　　　　分 

派　　　遣　　　先 人数 内　　　容 

（５）身体障害者の任用状況 

3 
2
一般行政職 
　　〃 

市長部局 
教育委員会部局 

区　　　　　　　分 

（７）期末手当・勤勉手当 

１人当たりの平均支給額（１６年度旧矢本町・旧鳴瀬町合算額） 
期末手当　９２３千円　　　勤勉手当　４３４千円 

（加算措置の状況） 
課長１５％、参事・副参事１２．５％、課長補佐１０％、主幹７．５％、係長５％、主任２．５％ 

（１７年度当初支給割合） 
 期末手当  勤勉手当 
 ６月期 １．４０月分  ０．７０月分 
 １２月期 １．６０月分  ０．７０月分 
 合計 ３．３０月分  １．４０月分 

東　　松　　島　　市 

－ 

左同 

国 

人数 内　　　容 

（５）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 
　　　　　　　　　　　　　（平成１７年４月１日現在） 

区　　　　分 

住民基本台帳人口 
（平成１７年３月３１日） 

支　出　額 
（A） 

職  員  数 
（A） 

１人当り給与費 
（B／A） 

実 質 収 支 

給     　 　 与 　 　     費  
給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　（B） 

人　件　費 
（B） 

人 件 費 率  
（B／A） 

旧矢本町 
旧鳴瀬町 

東松島市 

１６年度 

１７年度 

（３）一般職職員の平均給料・給与月額、および平均年齢の状況（平成１７年４月１日現在） （単位：円） 

※「給料」は本俸のみ、「給与」とは給料に扶養手当・住居手当・通勤手当などを合計した支給額です。

（注）経験年数は、学校卒業後の採用からの年数をいいま 
　　　すが、前歴があれば加算されます。 

※期末手当の計算式＝（給料月額＋扶養手当＋調整手当＋役職加算額）×上記の割合 
※勤勉手当の計算式＝（給料月額＋調整手当＋役職加算額）×上記の割合×成績率 

（９）特殊勤務手当（平成１６年度普通会計決算） 
職員全体に占める手当支給職員の割合 
支給対象職員１人当たり平均支給年額 

代 表 的 な 手 当 の 名 称 

2.60%  
15,600円 

伝染病防疫作業手当・動物死体処理手当 
行旅死亡人取扱手当・訪問指導従事手当 

※旧鳴瀬町は支給していない。 

312,721 
329,728 
316,514 
314,810 
327,555

370,195 
382,092 
369,052 
351,929 
381,113

40歳11月 
40歳 3月 
41歳 0月 
41歳 8月 
40歳 2月 

242,071 
－ 

244,064 
253,478 
283,384

261,339 
－ 

266,367 
275,918 
323,950

43歳 6月 
－ 

42歳 0月 
51歳 8月 
47歳 9月 

281,425円 
233,914円 

－ 

341,614円 
281,811円 
248,700円 

401,769円 
392,909円 
286,000円 

区　　　　分 
一　　般　　行　　政　　職 技　　能　　労　　務　　職 

平均給与月額 平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 
東松島市 
国 

旧矢本町 
旧鳴瀬町 
国 

１７年度 
 
 

前年度 

（４）職員の初任給の状況（平成１７年４月１日現在） （単位：円） 

※大学卒は上級、高校卒は初級になります。 

※人数は一般行政職で、税務職、福祉職、技能労務職などは除きます。 
◎昇任・昇格制度の現状                                        
 同種の職務に在職した経験年数や勤務状況、ならびに採用試験の区分に応じ、職員に適用しています。 

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した旧両町の全職種に係る職員に支給さ 
　　　れた平均額。 

184,400 
148,500 

－ 
145,500

170,700 
138,800 

－ 
136,000

184,400 
148,500 
 － 

145,500

170,700 
138,800 

－ 
136,000

11 人 
4.2% 
10人 
5.9% 
6人  
6.3% 
16人 
6.0%

32人 
12.3% 
17人 
10.0% 
13人 
13.5% 
30人 
11.3%

43人 
16.5% 
28人 
16.5% 
14人 
14.6% 
42人 
15.8%

37人 
14.2% 
37人 
21.8% 
6人 
6.3% 
43人 
16.2%

41人 
15.8% 
28人 
16.5% 
22人 
22.9% 
50人 
18.8%

58人 
22.3% 
30人 
17.6% 
19人 
19.8% 
49人 
18.4%

29人 
11.2% 
15人 
8.8% 
13人 
13.5% 
28人 
10.5%

9人 
3.5% 
5人 
2.9% 
3人 
3.1% 
8人 
3.0%

260人 
100% 
170人 
100% 
 96人 
100% 
266人 
100%

区             　　　分 

区　　　分 

標準的な 
職務内容 

計 
１級 
主　事 
技　師 

２級 
主　事 
技　師 

３級 
主　査 
技術主査 

４級 
係　長 
主　任 

５級 
副主幹 
技術副主幹 

６級 
課長補佐 
主　幹 

７級 
課　長 
副参事 

８級 
課　長 
参　事 

東　松　島　市 国 
区　　　　　　　　　　分 経験年数10年～15年未満 

決 定 初 任 給  採用２年経過日 
給     料     額 

決 定 初 任 給  採用２年経過日 
給     料     額 

大 学 卒  
高 校 卒  
大 学 卒  
高 校 卒  

職 員 数  
構 成 比  
職 員 数  
構 成 比  
職 員 数  
構 成 比  
職 員 数  
構 成 比  

一 般 行 政 職  
 

技 能 労 務 職  

（８）退職手当（平成１７年４月１日現在） 

 
市 と 同 じ 

 
 

市 と 同 じ 
－ 

定年前早期退職特例措置（２～20％加算） 
13,954千円 

27.30月分 
42.12月分 
51.48月分 
59.28月分 

21.00月分 
33.75月分 
41.25月分 
59.28月分 

区　　　　　　　　分 

そ の 他 の 加 算 措 置 
１人当たり平均支給額 

東　松　島　市 国 
自 己 都 合  勧奨・定年 自 己 都 合  勧奨・定年 

勤 続 ２ ０ 年  
勤 続 ２ ５ 年  
勤 続 ３ ０ 年  
最 高 限 度 額  

（６）一般行政職の級別職員数の状況（平成１７年４月１日現在） 

１７
　
　
　
年
　
　
　
度 

１７
　
年
　
度 

東
松
島
市 

旧
矢
本
町 

旧
鳴
瀬
町 

合
　
計 

前
　  

年  

　
度 

東
　
　
松
　
　
島
　
　
市 

一般行政職 
 

技能労務職 

大 学 卒  
高 校 卒  
高 校 卒  

経験年数15年～20年未満 

一般行政職 
 

技能労務職 

大 学 卒  
高 校 卒  
高 校 卒  

経験年数20年以上 

一般行政職 
 

技能労務職 

大 学 卒  
高 校 卒  
高 校 卒  

支  

給  

率 

「
こ
ち
ら
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
」（
市
民
課
）



広報東松島 １２月号 １８

（１１）その他の手当（平成１７年４月１日現在） （１０）時間外勤務手当（普通会計決算） 

（１３）特別職の手当の状況（平成１７年度の割合） 

（１２）特別職の報酬などの状況（平成１７年度） 

※期末手当の計算式＝報酬月額×上記の割合 

※使用実績は旧矢本町、旧鳴瀬町の合算。 

※国の平均給与額を100として算出した指数。 
　国より7.1P、類似団体より2.8P、下回っています。 

59,387,168 
 

51,893,808 
 

（8,492,322） 
 

70,743,424 
 

38,217,636 
 

25,742,824 
 

21,906,824 
 

（3,477,273） 
 

30,890,651 
 

19,973,912

896,000円 
711,000円 
641,000円 

424,000円 
374,000円 
350,000円 

2.10月分 
1.60月分 

2.30月分 
1.70月分 

4.40月分 
3.30月分 

240,433 
 

210,096 
 
－ 
 

332,128 
 

179,425 
 

234,026 
 

199,153 
 
－ 
 

273,369 
 

176,760

区                 分 
区　　　　分 

扶　養　手　当 
支給職員割合 48.9%

住　居　手　当 
支給職員割合 50.0%

通　勤　手　当 
支給職員割合 73.8%

調　整　手　当 

管 理 職 手 当 

管理職特別勤務手当 

単身赴任手当  

時間外勤務手当 

区   分 区   分 給 料 月 額  給 料 月 額  

計 １２月期 ６月期 区　　　　　分 
町長・助役・収入役 
議長・副議長・議員 

市　　長 
助　　役 
収 入 役 

議  　 長 
副 議 長  
議  　 員 

（１６）特別昇給の実施状況 （１５）昇給制度の概要 
区　　分 
実施職員数 
実　施　率 

１５  年  度 １６  年  度 　職員の給料には、仕事の種類や複雑さ、責任の度合いな 
どに基づいて級が設けられています（表６参照）。なお給料 
は、勤務成績が良好な場合は１２カ月を経て昇給いたします。 
この他、勤務成績が特に良好な場合に昇給期間が短縮され 
る制度もあります。また高齢層職員については５５歳昇給停 
止制度を実施しております。 

39 
15.0%

40 
15.3%

（１７）５５歳昇給停止の実施状況 
区　　分 

実 施 職 員 数  
実 　 施 　 率  

平成１７年４月１日現在 

区　　　　　　分 勤　　　務　　　時　　　間　　　等 

28 
8.0%

（１４）給料表の概要 
給料表名 

行政職給料表 
 

労務職給料表 

級数 額の概 要（月額） 適 用 範 囲 

８ 
 
５ 

1級2号俸（134,400円）～ 
～ 8級26号俸（469,100円） 
1級2号俸（120,600円）～ 
～ 5級27号俸（349,200円） 

一般行政職、税務職、 
保育士、幼稚園教諭 
運転技能員、調理員、 
用務員 

東　　松　　島　　市 国 

平  成  １６  年  度 

選挙がなかった場合 

（内、合併に係る分） 

平  成  １５  年  度 

選挙や地震災害が 
なかった場合 

平  成  １６  年  度 

選挙がなかった場合 

（内、合併に係る分） 

平  成  １５  年  度 

選挙や地震災害が 
なかった場合 

支  給  総  額 職員１人当たり 
支給年額 

（単位：円） 

（人） 

（１８）ラスパイレス指数 

（１）勤務時間 

（人） 

旧
　
　
矢
　
　
本
　
　
町 

旧
　
　
鳴
　
　
瀬
　
　
町 

・配偶者  13,500円 
・扶養親族のうち２人まで 6,000円 
※配偶者の手当を受給していない場合 
は１人目 6,500円、配偶者がいない場合 
１人のみ 11,000円 
・その他 5,000円、特定 5,000円加算 

市 と 同 じ 

借家　限度額 27,000円 
持家　　一律 3,000円 

勤務先が東京都千代田区の場合は給料月額の12％（４月１日現在対象職員なし）、仙台市 
の場合は３％（県庁への派遣等が該当）。※国の基準と異なる支給地域はありません。 

総務課長は給料月額の14％、財政課長・企画課長・福祉課長（福祉事務所長）・教育総務 
課長（教育次長）は12％、その他の課長10％、参事・副参事７％  

官署を異にする異動または在勤する官署の移転に伴い転居し、やむを得ない事情により配 
偶者と別居、単身で生活することを常況とし、距離制限60kmを満たす職員。 

平日支給割合は125/100（午後10時～午前５時は150/100）、土・日は135/100(午後10時～ 
午前５時は160/100）、振替えた場合25/100、祝日135/100。※代休制度あり 

災害時、総務課長6,000円、その他の課長4,000円、参事・副参事2,000円 

借家　限度額 27,000円 
持家　 1,000円 
（新築から５年までは2,500円） 

片道 2㎞以上 5㎞未満 2,000円 
片道 5㎞以上10㎞未満 4,100円 
片道10㎞以上15㎞未満 6,500円 
片道15㎞以上20㎞未満 8,900円 
片道20㎞以上25㎞未満 11,300円 
片道25㎞以上30㎞未満 13,700円 
片道30㎞以上35㎞未満 16,100円 
片道35㎞以上40㎞未満 18,500円 
片道40㎞以上45㎞未満 20,900円 
片道45㎞以上50㎞未満 21,800円 
片道50㎞以上55㎞未満 22,700円 
片道55㎞以上60㎞未満 23,600円 
片道60㎞以上 24,500円 
 

※通勤手当については、地域の公共 
交通機関の実情や利便性、マイカー 
通勤の利用状況などを勘案しながら、
近隣市町の支給区分を参考にして、 
国よりも細かく設定しております。 

片道 2㎞以上 4㎞未満 2,000円 
片道 4㎞以上 6㎞未満 3,000円 
片道 6㎞以上 8㎞未満 4,200円 
片道 8㎞以上10㎞未満 5,400円 
片道10㎞以上12㎞未満 6,500円 
片道12㎞以上14㎞未満 7,700円 
片道14㎞以上16㎞未満 8,900円 
片道16㎞以上18㎞未満 10,100円 
片道18㎞以上20㎞未満 11,200円 
片道20㎞以上22㎞未満 12,400円 
片道22㎞以上24㎞未満 13,600円 
片道24㎞以上26㎞未満 14,800円 
片道26㎞以上28㎞未満 16,000円 
片道28㎞以上30㎞未満 17,100円 
片道30㎞以上32㎞未満 18,300円 
片道32㎞以上34㎞未満 19,500円 
片道34㎞以上36㎞未満 20,700円 
片道36㎞以上38㎞未満 21,800円 
片道38㎞以上40㎞未満 22,900円 
片道40㎞以上42㎞未満 24,000円 
片道42㎞以上 24,500円 

交通機関利用限度額 55,000円 
自動車等の利用の場合 

交通機関利用限度額 55,000円 
自動車等の利用の場合 

３．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況 

勤　　　　　務　　　　　日 
※本庁舎勤務の場合 

 
１ 日 の 正 規 の 勤 務 時 間  

 
１ 週 間 当 り の 勤 務 時 間  

毎週月曜日から金曜日までの週５日間 
（国民の祝日及び12月29日～１月３日は除く） 
午前８時３０分～午後５時１５分まで、実働８時間 
休息時間：午前１０時（１５分間）、午後３時（１５分間）、有給 
休憩時間：正午（４５分間）、無給 
４０時間（年間52週） 

96.0

95.0

94.0

93.0

92.0

91.0

90.0

89.0
旧矢本町 旧鳴瀬町 東松島市 

県内類似 
団体平均 

95.2

93.0

94.1

91.3

92.9

95.7

平成11年 

平成16年 

平成17年 

公表します公表します 公表します 人事行政の運営などの状況 人事行政の運営などの状況 
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休　暇・休　業　の　種　類 

育　　　児　　　休　　　業 

内　　　　　　　　容 使用実績 
（２）休暇制度・育児休業制度の概要（平成16年１月１日～平成17年12月31日） 

（１）処分者数（平成１６年度） 

（１）福利厚生制度に関する状況（平成１６年度） （１）職員研修の実施状況 

有給休暇 

無給休暇 

処  分  内  容 処分者数 処　分　事　由 概　　　　要 

分限処分 

免　職 
降　任 
休　職 
降　給 
失　職 
免　職 
停　職 
減　給 
戒　告 
訓告等 

懲戒処分 

年　次　休　暇 
 

夏　季　休　暇 
産　前　休　暇 
産　後　休　暇 

 
 

服　喪　休　暇 
 

法　要　休　暇 

結　婚　休　暇 
 

妻 の 出 産 休 暇  
骨髄提供のための休暇 
ボランティア休暇 
子 の 看 護 休 暇  

介　護　休　暇 

全職員に対し、１年につき２０日間付与（前年に未使用日 
数がある場合は、最大２０日を翌年繰越）  
全職員に対し、７月から９月までの間において３日間付与 
妊娠した職員に対し、出産予定日まで最大６週間付与 
出産した職員に対し、出産日の翌日から８週間付 
 
 
親族の喪に遇った職員に対し、続柄および死亡時の生計関係に応じ 
１日～７日間付与 
父母、配偶者または子の法要に際し、１日付与 
婚姻する職員に対し、最大７日間付与 
 
配偶者の出産に際し、最大２日間付与 
必要と認められた期間 
最大５日間付与 
最大５日間付与 
負傷、疾病または老齢により、２週間以上にわたり親族を介護しなければ 
ならない職員に対し、６月を限度として必要な休暇を付与 

育児休業法に基づく３歳に満たない子を養育する制度 

平均取得日数 
6.8日 
 

16年度中 
取得者数  7人 

 
 
 
 
 

16年度中 
取得者数  4人 
該当なし 
該当なし 
該当なし 
該当なし 

該当なし 
 

16年度中 
取得者数  7人 

※その他、妊娠、出産した職員に対し、健診休暇・つわり休暇・育児時間などを状況に応じ付与 
　します。 

※使用実績は旧矢本町、旧鳴瀬町の合算。 

※処分者数は旧矢本町、旧鳴瀬町の合算。 

４．職員の分限および懲戒処分の状況 

７．職員の福祉および利益の保護の状況 

（１）勤務条件に関する措置の要求の状況 

８．公平委員会に係る業務の状況 

勤務成績がよくない場合、心身の故障の 
ため職務の遂行に支障がある場合や長 
期の休養を要する場合など、公務能率を 
維持するために問題が生じた際、任命権 
者の権限で降任、免職、休職、降給させる 
ことができる。 

法律または条例、規則、規定に違反した 
場合、職務上の義務に違反しまたは職務 
を怠った場合、全体の奉仕者たるにふさわ 
しくない非行のあった場合、免職、停職、 
減給、戒告となるものです。 

0 
0 
1 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0

 
 
心身の故障による 

区　　　　分 

命令に従う義務 
 

信用失墜行為の禁止 
 

秘密を守る義務 
 

職務に専念する義務 
 

政治行為の制限 
争議行為等の禁止 

営利企業従事制限 

内　　　　　　　　容 違反者数 

※違反者数は旧矢本町、旧鳴瀬町の合算。 

※受講者数は旧矢本町、旧鳴瀬町の合算 

５．職員の服務の状況（平成１６年度） 

職員は、法令に従い、かつ、上司の職務命令に 
従わなければならない。 
職員は、職の信用を傷つけ、又は職の不名誉に 
なるような行為をしてはならない。 
職員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはなら 
ない。その職を退いた後も同様とする。 
職員は勤務時間中、職務に注意力のすべてを用 
い、職務にのみ専念しなければならない。 
職員は、政治活動等をしてはならない。 
職員は、ストライキ等をしてはならない。 
職員は、営利を目的とする私企業を営み、又は報酬 
を得ていかなる事業にも従事してはならない。 
 

該当なし 
 

該当なし 
 

該当なし 
 

該当なし 
 

該当なし 
該当なし 

該当なし 

　すべての職員は、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、かつ、職 
務の遂行に当たっては、全力を挙げてこれに専念しなければならない。 

　　平成１６年度該当なし 
（２）不利益処分に関する不服申立の状況 
　　平成１６年度該当なし 

区　　　　分 
研 修 所 研 修  
各種専門研修  
職 場 内 研 修  
その他の研修  

研　　修　　内　　容 内　　　　　　容　　　　　　等 受講者数 

※受講者数は旧矢本町、旧鳴瀬町の合算。 

６．職員研修および勤務成績の評定の状況（平成１６年度） 

東北自治研修センター研修　など 
専門知識および技術などの習得のための研修など 
まちづくり、メンタルヘルス研修　など 
先進地視察　など 

43 
3 
32 
8

区　　　　分 
人 間 ド ッ ク 
定　期　健　診 
結　核　健　診 
脳　ド　ッ　ク 

受診者数 

職員の健康保持と疫病予防のため労働安全衛 
生法第66条の規定に基づき職員の健康診断を 
定期的に行っています。 

220 
171 
187 
51

（３）公務災害補償制度（平成１６年度） 

※災害件数は旧矢本町、旧鳴瀬町の合算。 

災　　害　　の　　概　　要 加  入  団  体 
地方公務員災害補償基金宮城県支部 

災害件数 
靭帯損傷 1 

（２）職員の福祉の状況（平成１６年度） 
内　　　　容　　　　　等 加 　入　 団　 体 

宮城県市町村職員共済組合 
短期給付および長期給付などに関する事業を行っています。民間 
事業者に例えると、社会保険および厚生年金などに相当します。 

（２）勤務成績の評定の状況（東松島市職員勤務評定規定に基づく評定の状況） 

評定の時期 成績不良に係る主な事由 
成績良好 成績不良 

平成16年10月1日 
平成17年 1 月1日 

評定結果 
区　分 

0 
0

247 
134

旧矢本町 
旧鳴瀬町 

　職員の研修は、職員の人格および教養を高め、市民全体の奉仕者にふさわし 
い識見および実践力を育成して、市行政の民主的かつ能率的運営に貢献するよ 
うに計画しています。 

▲ ｢プリンつくったの？｣（牛網保育所）
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「City ViewCity View」では市のでは市のイベンベントや地域の話題を皆さんにお届けや地域の話題を皆さんにお届けします 「City View」では市のイベントや地域の話題を皆さんにお届けします 

11月9日(水)、東松島市と北海道河西郡更別村との
友好姉妹都市の盟約を結ぶ調印式が、市内の割烹店で
開催されました。
式には、調印者として阿部秀保東松島市長と安村豊

治更別村長が出席。また、立会者として三浦昇東松島
市議会議長と渡辺春雄更別村議会議長が同席し、菅原
周名誉市民をはじめとする多くの来賓が見守る中、盟
約書に調印しました。その後、お互いの市・村旗を交
換し、末永い友好関係を誓い合いました。
同村とは旧矢本町時代に友好姉妹町村の盟約を結

び、“海と大地”子どもふれあい交流や民間団体の交
流事業をはじめ両町村長や議員団の相互訪問など、幅
広い分野で厚い信頼と友情を培ってきました。

北海道、十勝地方の南部、十勝の母都市である帯広
市内から南へ約35 の地点にある。
村名の｢さらべつ｣は、その昔サラベツ川、サッチャ

ルベツ川流域が葦
あし

や茅
かや

に覆われた平原であったことを
意味するアイヌ語の｢サラ･ペツ｣(葦や茅が生い茂る
地)に漢字を当てはめたことからきている。
基幹産業は農業。１戸当たりの経営面積は39 、

また、トラクター所有台数も3.4台と、日本屈指の大
規模農業経営の街である。

信頼と友情　更に深め 信頼と友情　更に深め 

▲両市・村長が笑顔で盟約書に調印

更 別 村 の 紹 介

更別村 

〒089-1595
北海道河西郡更別村字更別南１線93番地
1 0155-52-2111 FAX 0155-52-2812
HPアドレス　http://www.sarabetsu.jp/
e-mailアドレス　village-office@sarabetsu.jp
人　口：3,468人　　世帯数：1,167戸
面　積：176.45  
特産品：メークイン、グリーンアスパラ、あずき、

ポテトチップスなど
その他：十勝インターナショナルスピードウェイ、

さらべつカントリーパークなど

更別DATA ～データ～更別DATA

▲更別から日高の山々を望む



２１ 広報東松島 １２月号

１１
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▲聴衆を引き付けた松居さんの講演

▲みんなそろって熱唱（鳴瀬コーラス愛好会／なるせ会場）

家族の健康は私が守る 家族の健康は私が守る 

10月下旬から11月上旬にかけて、第１回東松島市
民文化祭(同実行委員会主催)が開催されました。
今年の文化祭はやもと会場となるせ会場に分かれて

実施。展示や芸能(舞踊･音楽)など多彩な分野でそれぞ
れの個性が表れる文化の祭典が繰り広げられました。
このうち、11月3日(木)、市コミュニティセンター

で開催されたやもと会場の舞踊の部では、53団体がフ
ォークダンスや踊りなどを披露。会場には多くの観客
が詰めかけ、各団体の演舞が終わるたびに惜しみない
拍手を送っていました。また、11月5日(土)、6日(日)
の両日に開催された、なるせ会場の芸能の部には、コ
ーラスやバンド、歌や舞踊などの27団体が出演。参加
者の熱演に会場内は盛り上がりを見せました。
合併後初となる今回の文化祭は、会場は分かれてい

るものの、なるせ会場に矢本地区から、やもと会場に
鳴瀬地区からの団体が参加するなど、旧町の垣根を越
えた交流が図られました。

文化の祭典　開催 文化の祭典　開催 

10月27日(木)、今年度最後となる5人講演会がコミ
ュニティセンターで行われました。
講演をしたのは、女優の松居一代さん。｢健康の大

切さ｣と題して、長男のアトピー性皮膚炎との闘病生
活や自分自身の顔面マヒの治療体験をとおして、健康
がいかに大事かを聴衆に訴えました。
また、家族で健康に気をつけるために、飲みものか

らこだわっていること、必ず夫である船越英一郎さん
には健康を考えたお弁当を持っていかせていること、
どんなに講演で遅くなっても必ず家に帰り自分も含め
た家族の健康管理をしていることも話されました。
そのほかにも、松居さんのこれまでの人生について

も話はおよび、小さいころからテレビに出たかったこ
とやふとしたきっかけでデビューできたこと、船越さ
んと出会うまでの男性選びのポイントなどもユーモア
たっぷりに話されました。講演は、松居さんの引き込
まれるような話に大盛況でした。
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～知っ得情報～
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火
）

■
申
込
期
限

２
月
７
日（
月
）必
着

※
詳
細
は
広
報
１
月
号
に
掲
載
し

ま
す

■
問

教
育
総
務
課

内
線
２
２
１
３

宮
城
い
き
い
き
学
園

平
成
１８
年
4
月
入
学
生
募
集

宮
城
い
き
い
き
学
園
は
、
高
齢

者
の
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め

に
学
習
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

学
習
内
容
は
、
一
般
教
養
、
健

康
、
福
祉
、
地
域
活
動
な
ど
と
な

っ
て
い
て
、
年
間
で
学
習
す
る
よ

う
に
編
成
し
て
い
ま
す
。

■
対
象

県
内
に
在
住
す
る
お
お

む
ね
６０
歳
以
上
で
継
続
し
て
通

学
可
能
な
方

■
場
所（
外
に
も
４
会
場
有
）

・
石
巻
校

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
募
集
人
員

各
校
４０
人

■
学
習
日

平
成
１８
年
４
月
〜
月
２
回

年
間
２２
回
　
２
学
年
制

■
募
集
期
間

１１
月
１
日（
火
）〜

平
成
１８
年
１
月
６
日（
金
）必
着

■
入
学
金

５
、０
０
０
円

■
受
講
料

年
間
１
５
、０
０
０
円

※
申
込
書
は
市
町
村
福
祉
担
当
課

お
よ
び
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

■
問

宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会

い
き
い
き
学
園
課

1
０２２
‐
２２５
‐
８
４
７
７

第
4
回
東
松
島
旬
の
市

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
募
集

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

■
日
時

１２
月
２３
日（
金
・
祝
）

９
時
〜
１３
時
ま
で

■
場
所

ロ
ッ
ク
タ
ウ
ン
矢
本
駐
車
場
内

■
受
付

１２
月
１２
日（
月
）〜

２０
ブ
ー
ス（
１
人
１
ブ
ー
ス
）

■
出
店
料

１
ブ
ー
ス
５００
円

■
問

東
松
島
市
商
工
観
光
課

1
８２
‐
１
１
１
１

内
線
２
１
２
３

児
童
手
当
・
児
童
扶
養
手
当
・

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度
に
つ
い
て

〈
児
童
手
当
〉

■
対
象

小
学
校
３
年
生
ま
で
の

児
童
を
扶
養
し
て
い
る
保
護
者

の
方

募
　
集

お
知
ら
せ

■
手
当
額

第
１
子
・
第
２
子

月
　
５
、０
０
０
円

第
３
子
以
降

月
１
０
、０
０
０
円

※
手
当
は
、
手
続
き
を
し
た
翌
月

分
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

※
公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
で
の

手
続
に
な
り
ま
す
。

〈
児
童
扶
養
手
当
〉

■
対
象

以
下
の
項
目
に
当
て
は

ま
る
児
童
の
母
、
ま
た
は
そ
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

①
父
母
が
離
婚
し
た
児
童
　
　

②
父
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
が
重
度
障
害
者
の
児
童

④
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児

童
⑤
未
婚
で
児
童
を
出
産
し
た
母
な

ど
■
手
当
額

全
部
支
給

月
額
４
１
、８
８
０
円
　

一
部
支
給

月
額
４
１
、８
７
０
円

〜
９
、８
８
０
円

※
公
的
年
金
の
受
給
者
は
、
手
当

を
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

※
児
童
の
対
象
年
齢
は
、
１８
歳
に

到
達
後
最
初
の
３
月
３１
日
ま
で
で

す
。

〈
特
別
児
童
扶
養
手
当
〉

■
対
象

心
身
に
重
度
・
中
度
の

障
害
を
持
つ
２０
歳
未
満
の
児
童

の
父
母
、
ま
た
は
そ
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方

■
手
当
額

１
級
　
月
額
５
０
、９
０
０
円

２
級
　
月
額
３
３
、９
０
０
円

※
そ
れ
ぞ
れ
の
手
当
は
所
得
制
限

な
ど
に
よ
り
、
支
給
さ
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

■
問

福
祉
課
子
育
て
支
援
係
　

内
線
１
１
８
７

第
4
回
東
松
島
旬
の
市
開
催

今
年
最
後
の
旬
の
市
を
開
催
し

ま
す
。
海
苔
、
か
き
な
ど
の
海
産

物
や
野
菜
、
花
な
ど
も
た
く
さ
ん

ご
用
意
し
ま
す
。
お
正
月
の
準
備

に
も
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

無
料
試
食
も
あ
り
ま
す
。

■
日
時

１２
月
２３
日（
金
・
祝
）

９
時
〜
１３
時

■
場
所

ロ
ッ
ク
タ
ウ
ン
矢
本
駐
車
場
内

■
問

東
松
島
市
商
工
観
光
課

1
８２
‐
１
１
１
１

内
線
２
１
２
３

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

平
成
１７
年
工
業
統
計
調
査
を
１２

月
３１
日
現
在
で
行
い
ま
す
。

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

本
年
１２
月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け

て
調
査
員
が
伺
い
ま
す
。

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い

た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統

計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
主
催

経
済
産
業
省
、宮
城
県
、

東
松
島
市

■
問

企
画
調
整
課
　
企
画
統
計
係

内
線
１
２
３
６
・
１
２
３
７

農
地
を
転
用
す
る
場
合
、

手
続
き
が
必
要
で
す

水
田
や
畑
を
宅
地
や
資
材
置
場

に
利
用
す
る
場
合
、
事
前
に「
農
地

法
」の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

「
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る

法
律
」（
以
下「
農
振
法
」と
い
う
）

に
基
づ
く
農
用
地
区
域
に
属
す
る

農
地
は
、
農
用
地
区
域
か
ら
の
除

外
の
手
続
き
も
必
要
で
す
。
農
地

の
転
用
を
計
画
さ
れ
て
い
る
方

は
、
事
前
に
農
林
水
産
課
ま
た
は

農
業
委
員
会
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。な

お
、
こ
の
手
続
き
を
行
わ
ず

に
造
成
な
ど
を
行
っ
た
場
合
、

「
農
振
法
」で
は
、
１
年
以
下
の
懲

役
ま
た
は
５０
万
円
以
下
の
罰
金
、

「
農
地
法
」で
は
、
３
年
以
下
の
懲

役
ま
た
は
３００
万
円
以
下
の
罰
金
に

処
さ
れ
ま
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問

農
振
法
　
農
林
水
産
課
農

政
係
　
内
線
２
１
３
９

農
地
法
　
農
業
委
員
会

内
線
２
１
５
３
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特
定
疾
患
患
者
見
舞
金
事
業

宮
城
県
が
認
定
し
て
い
る
特
定

疾
患
患
者
に
対
し
、
通
院
や
入
院

を
し
た
月
に
見
舞
金（
月
６
、０
０

０
円
）を
支
給
し
ま
す
。
対
象
者

は
、
左
記
の
該
当
す
る
方
と
な
り

ま
す
。

ま
だ
申
請
登
録
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
市
役
所
福
祉
課
ま
で
特
定

疾
患
患
者
受
給
者
証
を
持
参
願
い

ま
す
。

・
東
松
島
市
に
１
年
以
上
住
所
を

有
し
て
い
る
方

・
障
害
を
理
由
と
す
る
公
的
年

金
、
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い

方
・
患
者
本
人
に
所
得
が
な
い
方

■
問

福
祉
課
　
内
線
１
１
７
７

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の

見
直
し
に
伴
う
農
用
地
利
用

計
画
の
変
更
申
出
に
つ
い
て

東
松
島
市
で
は「
農
業
振
興
地

域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」に
基

づ
く
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の

見
直
し
を
平
成
１８
年
度
に
行
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
平
成
１８
年
４
月

か
ら
平
成
１９
年
３
月
ま
で
の
期
間

は
、
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
お

よ
び
用
途
区
分
の
変
更
申
出
が
受

け
付
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
農
用
地
区
域

で
事
業
を
計
画
さ
れ
て
い
る
方
は
、

平
成
１８
年
３
月
ま
で
に
、
農
用
地

利
用
計
画
の
変
更
申
出
書
を
、
農

林
水
産
課
へ
提
出
願
い
ま
す
。

■
問

農
林
水
産
課
農
政
係
　

内
線
２
１
３
９
　
　
　

し
尿
処
理
の
お
知
ら
せ

毎
年
１２
月
に
な
る
と
、
新
し
い

年
を
気
持
ち
よ
く
迎
え
る
た
め

に
、
し
尿
汲
み
取
り
の
申
し
込
み

が
混
雑
し
ま
す
。
し
尿
処
理
の
割

当
て
数
量
に
は
制
限
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
余
裕
を
も
っ
て

業
者
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
問

環
境
衛
生
係

内
線
２
１
６
５

陸
前
小
野
駅
の

営
業
時
間
変
更
に
つ
い
て

Ｊ
Ｒ
仙
石
線
の
陸
前
小
野
駅
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
７
時
か
ら
１９

時
ま
で
営
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

１２
月
１０
日
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
合
わ

せ
、
営
業
時
間
を
左
記
の
と
お
り

変
更
し
ま
す
。
ご
利
用
者
の
か
た

が
た
に
は
、
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
営
業
時
間

７
時
か
ら
１７
時
３０
分

■
変
更
月
日

１２
月
１０
日
か
ら

■
問

企
画
調
整
課

内
線
１
２
３
５

交
通
事
故
と
国
民
健
康
保
険

―
交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
、
届
出
を
―

交
通
事
故
な
ど
で
ケ
ガ
を
し
た

場
合
に
も
、
国
民
健
康
保
険
で
治

療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
の
行
為

に
よ
っ
て
う
け
た
ケ
ガ
の
医
療
費

は
、
原
則
と
し
て
加
害
者
が
全
額

負
担
す
べ
き
も
の
で
す
。
で
す
か

ら
、国
保
で
治
療
を
う
け
る
場
合
、

国
保
で
負
担
し
た
費
用
は
、
国
保

が
後
か
ら
加
害
者
に
請
求
し
ま
す

の
で
必
ず
市
役
所
保
険
課
に
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

■
届
出
に
必
要
な
も
の

・
交
通
事
故
証
明
書（
後
日
で
も
可
）

・
保
険
証

・
印
鑑

※
示
談
は
慎
重
に
。
加
害
者
か
ら

治
療
費
を
受
け
取
っ
た
場
合
は
、

国
保
で
治
療
を
う
け
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
示
談
の
前
に
国
保
に

届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
問

保
険
課
　
内
線
１
１
５
３

年
末
年
始
の
ゴ
ミ
に
つ
い
て

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
、
年
末
恒

例
の
行
事
と
い
え
ば
、
年
賀
状
書

き
、
ク
リ
ス
マ
ス
、
そ
し
て「
大

掃
除
」で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

大
掃
除
の
後
は
、
そ
の
年
１
年

分（
中
に
は
そ
れ
以
上
の
家
庭
も

…
）の
各
家
庭
の「
ゴ
ミ
」が
発
生

し
集
積
所
に
一
気
に
搬
出
さ
れ
る

た
め
、
分
別
が
乱
雑
に
な
り
が
ち

で
、収
集
業
者
も
困
っ
て
い
ま
す
。

年
末
年
始
も
、
以
前
配
布
し
た

ゴ
ミ
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
の
と
お
り
、

ゴ
ミ
の
収
集
を
行
い
ま
す
の
で
、

き
ち
ん
と
決
め
ら
れ
た
や
り
方
で

分
別
し
、
決
め
ら
れ
た
日
に
集
積

所
に
出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
問

廃
棄
物
対
策
係
　

内
線
２
１
６
２
・
２
１
６
３

ゆ
ぷ
と
か
ら
の
お
し
ら
せ

〈
今
年
の
冬
至
は
ゆ
ぷ
と
で

柚
子
湯
を
ど
う
ぞ
〉

毎
回
大
好
評
の「
ふ
ろ
の
日
」を

今
月
は
冬
至
の
２２
日
に
行
い
ま
す
。

今
月
は
、
今
年
の
冬
を
皆
さ
ん

に
元
気
に
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
柚
子
の
お
風
呂
を
ご
用
意
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

〈
年
末
年
始
の
営
業
に
つ
い
て
〉

年
末
年
始
は
１２
月
３１
日
大
晦
日

と
１
月
１
日
元
旦
の
２
日
間
を
休

館
日
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
新
年
は
１
月
２
日（
月
）

よ
り
通
常
１０
時
か
ら
営
業
し
ま
す
。

■
問

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

ゆ
ぷ
と
　
1
８４
‐
３
８
５
５

ご
存
知
で
す
か
？
検
察
審
査
会

交
通
事
故
や
詐
欺
な
ど
、
犯
罪

の
被
害
に
あ
っ
て
警
察
や
検
察
庁

に
訴
え
た
け
れ
ど
も
、
検
察
官
が

被
疑
者（
犯
人
と
思
わ
れ
る
人
）を

起
訴
し
て
く
れ
な
い
。
検
察
審
査

会
は
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
そ
の

不
起
訴
処
分
の
よ
し
あ
し
を
国
民

の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
１１
人

の
検
察
審
査
員
が
審
査
す
る
の
が

検
察
審
査
会
で
す
。

※
制
度
を
解
説
し
た
ビ
デ
オ
テ
ー

プ
の
貸
出
も
行
っ
て
い
ま
す
。

■
問

石
巻
検
察
審
査
会
事
務
局

1
２２
‐
０
３
６
１

無
料
人
権
相
談
開
設

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
起
こ
る

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
、
暴
力
、
い
じ

め
、
家
庭
問
題
な
ど
の
相
談
を
人

権
擁
護
委
員
が
受
け
、
解
決
の
お

手
伝
い
を
行
い
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
日
時

１２
月
９
日（
金
）

■
場
所

小
野
公
民
館

■
問

鳴
瀬
総
合
支
所
　

内
線
２
１
０
２

国
税
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は

「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」へ

１２
月
１
日（
木
）か
ら
仙
台
国
税

局
税
務
相
談
室
局
室
・
仙
台
中
分

室
が「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」に
移

行
し
ま
し
た
。
国
税
に
関
す
る
ご

質
問
や
ご
相
談
は
、「
電
話
相
談

セ
ン
タ
ー
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
２４
時
間
い
つ
で
も
ご
利

用
で
き
る「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
」

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
電
話
、
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問

仙
台
国
税
局
税
務
相
談
室
　

1
０２２
‐
２２１
‐
３
０
０
７

相
　
談
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ラージボール卓球愛好者　募集します
日ごろの家事・仕事で蓄積したストレスを発散し、楽し

く生活することが家庭円満の秘訣となります。この愛好会
は、健康で楽しいライフスタイルをつくることを目的とし
ます。参加者は現在、２０歳代から８０歳代の方 １々５人ほど。
気軽に楽しむことが出来ますので、ぜひ、ご参加ください。
■主催・場所 下町分館
■日　時 毎週火曜日　午後７時～９時
■会　費 年会費　１人３,０００円
■対象者 卓球で汗を流し、ストレスを解消したい方
■申　込 活動日に直接来て申し込みください。
■問 ラージボール卓球愛好会事務局　木村まで

1８２‐４９４３

“新成人の皆さん おめでとう”成人式開催
本年度２０歳になり成人式を迎えられる皆さん、おめで

とうございます。
市では皆さんの門出を祝福し、成人式を開催します。新

成人の方は案内状を持参の上ご来場ください。
なお、成人式の実行委員になってくれる方、まだまだ募

集中です。
■日　時 平成１８年１月８日（日） １２：３０受付 １３：００開式
■場　所 東松島市民体育館（旧矢本町民体育館）
※当日は全館禁煙です！！
※現在市外にお住まいの方で、参加を希望する方は生涯
学習課へお申し込みください。
⇒１２月１６日（金）まで

■問・申込 生涯学習課社会教育係
1８７‐３１１１（内線２２３２）

第40回やもとクロスカントリー大会参加者募集
■開催日 平成１８年１月２２日（日）
■会場・コース 大塩小学校周辺
■種　目 ①一般男子８,１００m②高校男子８,１００m③高校・一
般女子３,２００m④壮年男子（４０歳以上）４,３００m⑤中学男子
３,２００m⑥一般男子４,３００m⑦高校男子４,３００m⑧小学男子
２,１００m⑨小学女子２,１００m⑩中学女子３,２００m

■参加料 小・中学生 １,０００円（保険料含む）
高校・一般 １,５００円（保険料含む）

■申込方法 申込用紙に種目・氏名を記入し、参加料を添
えて体育協会事務局に申し込みください。
（用紙は体育協会事務局にあります）
■締　　切 平成１８年１月１１日（水）
■問・申込 市体育協会事務局（スポーツ振興課内）

1８２‐１１１１（内線２２４４）

東松島市生涯学習カレンダー 掲載原稿募集
平成１８年度（平成１８年４月～平成１９年３月）のカレンダ

ーに掲載する原稿を募集します。内容は市民を対象とした
行事、大会などです。
詳しくは生涯学習課までお問い合わせください。

■申込期限 １２月２７日（火）
■申込方法 氏名（団体名）、行事名、電話番号などを明記
の上、下記によりお申し込みください。

■配布予定 平成１８年３月末（全戸配布）
■問・申込 生涯学習課生涯学習係

1８７‐３１１１（内線２２３６・２２３７） ＦＡＸ８７‐３９５４
e-mail c-abe@city.higashimatsushima.miyagi.jp

女性の社会進出を考える
男女共同参画社会づくり事業｢トークでナイトin東松

島市｣が、１０月２０日（木）に市のコミュニティセンターを
会場に行われました。
｢みんなが主役で、みんなの幸せをめざして｣と題し、

６人のパネラーが自らの体験などにもとづく事例を発
表。「男、女お互いにできることを認め合うことが男女
共同参画ではないか｣とコーディネーターをつとめた県
石巻教育事務所教育班の星圭次長が話をまとめ、阿部市
長も｢行政として女性が働きやすい環境づくりを進めた
い｣と話しました。

このコーナーでは、生涯学習や生涯スポーツに
関する情報などをメインに、お知らせしています。

▲会場には多くの聴衆が詰めかけ、関心の高さが伺われました
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総務省統計局　http://www.stat.go.jp/　宮城県 

■図書館休館(～１月
３日まで) 
 

■お楽しみ会(大曲幼、
大曲保) 
■終業式(矢本・はな
ぶさ幼) 
■おはなし会 
　　　11:00・15:00

■保育参観(中央幼) 
■誕生会(大曲幼) 
■さつき苑クリスマ
ス交歓会(矢本幼) 
■餅つき誕生会(赤井
南保) 
■おはなし会 
　　　15:00 
 

■餅つき会(大曲・は
なぶさ幼) 
■避難訓練(鳴瀬幼) 
■おはなし会 
　　　11:00・15:00 
 

■市民課窓口延長 
　(～19:00) 
■教育相談  10:00～ 
■生活相談 
　　　10:00～ 
■学習参観日(矢本東
小) 
■しめ縄作り(大塩小)

■ＰＴＡ家庭教育学
級合同研修会(中
央幼) 
■ちびっこクラブ(大
曲幼) 
■囲碁将棋のつどい 
　　　10:00～ 

■個別懇談会(矢本西
小　～２日) 
■三者面談(矢本二中
～２日) 
■三者面談(鳴瀬一
中) 
■三者面談(鳴瀬二中
～５日) 
■クリスマスお遊戯
会(はなぶさ幼) 

日 ～SUN～ 月 ～MON～ 火 ～TUE～ 水 ～WED～ 木 ～THU～ 金 ～FRI～ 土 ～SAT～ 

…市民体育館 
…赤井地区体育館 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ …テニスコート 

体育施設一般開放日 お問い合わせはこちら 

日時を変更する場合 
があります。お問い 
合わせは、スポーツ 
振興課（鳴瀬庁舎内） 
まで　　82-1111

市
役
所
ほ
か 

コ
ミ
セ
ン 

体
育
施
設 

…市役所 82-1111 
…鳴瀬総合支所 87-3111 
…矢本保健相談センター 82-1123 
…鳴瀬保健相談センター 82-1111 
…老人福祉センター 83-2851 
…矢本子育て支援センター 84-2676 
…鳴瀬子育て支援センター 82-1111 
…東松島市図書館 82-1120 
…奥松島縄文村歴史資料館 88-3927 
…蔵しっくパーク 84-1770

役 

老 

図 

蔵 

鳴総 
矢保 
鳴保 

矢子 
鳴子 

縄文 

…東松島市ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 82-6969 
…大曲地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 82-5965 
 
…市民体育館 82-9030 
…赤井地区体育館 82-6803 
…矢本運動公園 82-6804 
…鷹来の森運動公園 82-1101 
…奥松島運動公園 
　　　(バウンズ88含む) 88-4588 
…健康増進センター 84-3855

曲コ 

赤体 

東コ 

市体 

矢運 

奥運 
鷹来 

健増 

■図書館休館 
■学習参観日(大塩小) 
■三者面談(鳴瀬一中
～６日)

■図書館休館 
■12月生まれ誕生会 
　(はなぶさ幼) 
 

■鳴瀬総合支所窓口
延長(～19:00) 
■教育相談  10:00～ 
■避難訓練(中央幼) 
■２才児教室(鳴瀬幼) 
■餅つき誕生会(大曲
保) 
■機能訓練 
　　　10:00～ 

■図書館休館 
■体育教室(野蒜保) 
■｢いきいきサロン｣
谷地分館訪問(大
曲保)

■市民課窓口延長 
　(～19:00) 
■教育相談  10:00～ 
■犬・猫引き取り日 
　(9:50～10:00　　　　) 
　(10:00～10:30　　　 ) 
■校内剣道大会(鳴瀬一中) 
■お楽しみ会(中央幼) 
■生活相談 
　　　10:00～ 

■図書館休館 
■世代間交流(矢本西
保)

 

 ■開眼多幸上げ(野蒜
海岸　6:00～)

■鳴瀬総合支所窓口
延長(～19:00) 
■教育相談  10:00～ 

図 

図 

図 

図 

12月1日～1月2日 

■クリスマス祝会・
おゆうぎ会(鳴瀬・
はなぶさ幼) 
■クリスマス飾り作
り 

■クリスマス会(矢本
幼)

■お正月注連縄つく
り　　　10:00～ 

■学習参観日 
　(赤井・赤井南・小野
・浜市・宮戸小) 
■ＰＴＡ講演会(赤井
小) 
■学級懇談(宮戸小) 
■入学説明会(鳴瀬二
中)  
■囲碁将棋のつどい 
　　　10:00～ 

■なかよし発表会(中
央幼、矢本西・大
塩保) 
■おゆうぎ会(大曲・牛
網保、のびる幼) 
■おはなし会 
　　　15:00

■授業参観・学年Ｐ
ＴＡ(矢本一中) 
■学習参観日(鳴瀬二
中) 
■誕生会(中央幼) 
■避難訓練(大曲幼) 
■不老園訪問(野蒜・
小野保) 
■生活相談 
　　　10:00～ 

■父母の会(赤井南保) 
■おはなし会 
　　　15:00 
 

■授業参観・学年Ｐ
ＴＡ(鳴瀬一中) 
■もちつき大会(鳴瀬
幼・矢本東・大塩
保) 
■囲碁将棋のつどい 
　　　10:00～　 
 

■市県民税第4期・固
定資産税第4期・国
民健康保険税第6期
・介護保険料第6期
納期(～30日） 

■図書館休館 
■学期末保護者会(矢
本二中) 
■英語ふれあい教室 
　(中央幼)

■父母の会研修(赤井
北保) 
■クリスマスおはな
し会　　11:00・15:00 
 
 
 
 
 
■保育参観(大曲幼)

■囲碁将棋のつどい 
　　　10:00～ 
■生活相談 
　　　10:00～　 
■市立小中学校・幼
稚園第２学期終業
式 
■お楽しみ会(赤井南
・矢本東・矢本西
・大塩保)

■市役所仕事納め 
■保育納め(矢本東・
小野・大塩保) 
■おはなし会 
　　　15:00～ 
 

■第４回東松島旬の市 
　ロックタウン矢本
駐車場　9:00～
13:00 
■図書館休館 
 
■終業式(のびる・鳴
瀬幼、小野保) 
■クリスマス会(野蒜
・牛網・小野保)

■おはなし会 
　　　15:00

  

老 

老 

老 

図 

図 

図 

老 

図 

老 

老 

老 

老 

老 

鳴総 
矢保 

図 

これが１０月１日に実施した平成１７年国勢調査による東松島 
市の人口です。（総務省統計局および宮城県の公表結果とは異な 
る場合があります。） 
この後も、統計データが 
順次公表されます。 

「43,234人」 

図 

A

A

A

A

A

A

Ｃ 

Ｃ 

Ｃ 

Ｃ 
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矢本子育て支援センター 

 

 

矢本保健相談センター  

 

 

鳴瀬保健相談センター  

７カ月健康相談  

１０カ月健康相談  

赤 ち ゃ ん 相 談  

乳幼児健康相談  

三種混合予防接種 

ＢＣＧ予 防 接 種  

風しん予防接種  

三種混合予防接種 

乳幼児健康相談  

平成１７年５月生 

平成１７年２月生 

妊産婦および生後３カ月程度までの赤ちゃん 

乳幼児および保護者の方 

平成１６年１月～３月生　追加 

平成１７年７月２６日～９月８日生 

平成１６年７月～９月生 

生後　３カ月～７歳６カ月 

妊産婦・乳幼児および保護者の方 

１２月１９日（月） ９：００～  ９：２０ 

１２月１９日（月） １３：００～１３：２０ 

１２月１３日（火） ９：３０～１１：３０ 

１２月２０日（火） １３：３０～１５：３０ 

１２月 ６ 日（火） １３：００～１３：３０ 

１２月 ８ 日（木） １３：００～１３：３０ 

１２月１３日（火） １３：００～１３：３０ 

１２月１４日（水） １３：００～１３：３０ 

 １ 月１７日（火） ９：３０～１１：３０ 

会　　　場 行　　事 該　　当　　者 実施日時および受付時間 

 

 

矢本保健相談センター  

 

１２月１日（木） 

 

 

１２月２日（金） 

　８：００　～　　８：３０ 

　９：３０　～　１０：００ 

１２：００　～　１２：３０ 

　８：００　～　　８：３０ 

　９：３０　～　１０：００ 

１２：００　～　１２：３０ 

東大溜・上浜三・南五・柳下 

関の内三・小松台 

上河戸四・横沼二・上浜二・六槍 

北区官舎・筒場・高田・横関・南六 

下町四・横沼一 

横沼西・下浜一・中東・南三 

会　　場 実　施　日 受　　付　　時　　間 対　　象　　地　　区 

●健康相談・予防接種のお知らせ

●乳がん検診のお知らせ

※該当外で接種希望の方は、ご連絡ください。
※予防接種の該当者には事前に予診票を送付します。予診票がこない方や、転入された方はご連絡ください。
◆乳幼児の健康診査の日程は、生涯学習カレンダーまたは個人通知をご覧ください。

検診申込者には、検診日時記載の受診票を送りします。ご都合により指定日に受診できない方は下記日程の都合の良い日に受診してく
ださい。また、申し込みをされていない方で受診希望の方は健康推進課まで問い合わせください。

健康推進課保健予防係　内線３１０２・３１０９問

心の健康相談のお知らせ
イライラやストレスなどの悩み、または痴呆や精神疾

患で相談したいことのある方、お気軽にご相談ください。
■相談日 １２月７日（水）１４：００～１７：００
■担当医 こだまホスピタル　門間　好道先生
■場所 市コミュニティセンター
※あらかじめ、電話でご予約ください
■問 福祉課　社会福祉係　内線１１７５

認知症についての講演会開催
知っているようで、実は正しく理解されていない認知症をは
じめとした高齢者の心と身体についての講演会を開催します。
どなたでも参加できますので、お気軽にご参加ください。
■日時 １２月８日（木）１３：３０～
■場所 東松島市コミュニティセンター　２階　会議室
■内容 認知症について　―高齢者の心と身体への理解―
■講師 ひかりサンテクリニック　院長　加藤光三氏
■申込 電話にてお申し込みください
■問 長寿支援課　内線１１９３

｢第３回精神障害者家族の集い｣のお知らせ
市では、精神疾患と診断された方のご家族を対象に、家族の
集いを開催しています。
■対象者 精神疾患と診断された方のご家族
■日時 １２月８日（木）１３：３０～
■会場 市コミュニティーセンター２階談話室
■内容 ｢石巻地域総合生活支援センターの活用の仕方について｣

～生活・就労について～
■講師 石巻地域総合生活支援センター職員
■申込 事前に下記まで申し込みください。
■問 福祉課　社会福祉係　内線１１７５

献血のご協力をお願いします
■実施日 １２月３日（土）
■受付時間 １０：００～１２：００ １３：００～１６：００
■場所 東松島市ロックタウン
※今回の献血は、１６・１７歳の方は２００cc献血を実施します。
１８歳以上の方は、４００cc献血のみ実施致しますのでご了承
ください。
■問 健康推進課　内線３１０２・３１０９
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市の人口

（平成17年11月1日現在の住民基本台帳）

男　21,545人（＋ 5）
女　22,273人（＋ 3）
計　43,818人（＋ 8）
世帯数　11,458戸（＋24）

（ ）内は前月比
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休日診療担当医院表
午前９時～午後５時まで

月 日 
医院名 医院名 医院名 電話 電話 電話 

小児科 矢本地区 鳴瀬地区 

仙 石 病 院  

真 壁 病 院  

安 倍 医 院  

藤野整形外科 

加 藤 医 院  

83－2111 

82－7111 

82－5351 

83－2121 

82－2030

12/4 (日） 

12/11(日） 

12/18(日） 

12/23(金） 

12/25(日） 

12/29(木） 

12/30(金） 

12/31(土） 

1/1(日） 

1/2(月） 

1/3(火） 

92－8805 

22－1152 

22－0208 

22－0820 

92－7651 

92－7651 

93－9693 

22－1714 

95－4121 

92－8805 

22－1152

 

鳴瀬中央医院 

 

 

佐 幸 内 科  

 

87－3853 

 

 

88－3737

あいかわ小児クリニック 

阿部こどもクリニック 

北川小児科医院 

堺小児科医院 

佐久間眼科小児科医院 

佐久間眼科小児科医院 

おおば小児クリニック 

田中小児科医院 

中山こどもクリニック 

あいかわ小児クリニック 

阿部こどもクリニック 
※公立深谷病院1７３‐２１１１、石巻赤十字病院1９５‐４１３１、石巻市立病院1２３‐３２００は、２４時間体制で救急患者の診療にあたっています。診
療が必要な場合は、電話確認をしてから受診されますようお願いいたします。

今
月
の
一
枚 

ちょっと 
見    て 

ちょっと 
見  て 

▲ 11月3日に行われた旬の市から１コマ。
12月23日にも行われます。



２８広報東松島 １２月号

土地の人は柿不動と呼んでいる大塚不動尊。大塚の海
岸に一霊石があり形が不動尊に似ていることから不動明
王といわれています。
昔大しけの夜、沖を通る船がこの霊石の発する光明に
よって難船を免れたことで、船乗りたちが大変感謝し、
お堂を建立したと地元の伝説に伝えられています。一般
に石仏の造

ぞう

立
りゅう

が多い中、自然石を本尊とする例はあまり
ありません。今から３００年以上前に深谷小野町の大泉七
左衛門という人がその霊験に感謝してこの梵鐘を移し、
現世での安

あん

穏
のん

と来世での善所を祈ることにしたという話
が伝えられています。
大塚地区を一望できる場所にあるその梵鐘は、戦争を
も乗り越えて今もなお静かに佇

たたづ

んでいます。

不動明王の霊験が宿る

大塚不動尊の梵鐘
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古紙配合率100％ 
再生紙を使用しています 

環境にやさしい植物性大豆油 
インキで印刷しています。 

編
集
室
か
ら

担
当
は
以
前
、
こ
の
た
び
友
好

姉
妹
都
市
の
盟
約
を
結
ん
だ
更
別

村
の
方
か
ら
、
村
の
風
景
写
真
を

い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
に
は
、
ど
こ
ま
で
も
続
く

緑
の
大
地
と
そ
こ
で
草
を
食
む
牛

た
ち
、
そ
し
て
遠
く
連つ

ら

な
る
日
高

山
脈
の
銀ぎ
ん

嶺れ
い

と
澄
み
き
っ
た
紺こ
ん

碧ぺ
き

の
空
が
、
ひ
と
つ
の
芸
術
作
品
と

し
て
写
し
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

担
当
は
い
ず
れ
、
こ
の
地
を
訪

れ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
も
、北
海
道
に
行
っ
た
際
に
は
、

足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
菅
野

「
い
や
〜
、
自
分
で
タ
ン
ス
を
作

っ
た
ん
で
す
よ
。」

市
民
文
化
祭
を
取
材
し
て
い
た

担
当
に
芸
術
の
秋
と
い
わ
ん
ば
か

り
に
知
人
が
、
声
を
か
け
て
く
れ

ま
し
た
。
立
ち
止
ま
っ
て
話
を
聞

く
と
、
見
事
に
で
き
あ
が
っ
て
飾

ら
れ
た
タ
ン
ス
の
作
製
話
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。

苦
労
し
た
か
い
が
立
派
な
形
に

な
っ
た
タ
ン
ス
は
、
そ
の
人
だ
け

の
宝
物
な
の
だ
と
、
誇
ら
し
げ
に

タ
ン
ス
に
つ
い
て
話
す
知
人
を
見

て
思
い
ま
し
た
。

尾
形

陸前大塚駅 

大塚公民館 

カキ処理場 

海 

洞安寺 
卍 

大塚地区 
コミュニティセンター 

←至松島 至東名→ 

至小野→ 
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まちの宝まちの宝 まちの宝まちの宝 まちの宝 


